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三輪そうめん山本本社
設計：竹中工務店／狩野忠正（元社員）

　三輪そうめん山本は、300 年を迎えようとする歴史
（1717 年創業）を持つ老舗である。この本社建物は、奈良・
三輪山の麓に位置し、今から 35年前の 1980 年に完成した。
平面計画は、使用目的によって棟別に分け、道路側から事
務棟、工場棟、倉庫棟とし、建物と建物の間に構成された中
庭に本社としての個性を持たせている。設計条件は、目立
たない建物、人々が寄りつきやすく親しみやすい建物とす
ることであった。大きな寄棟の瓦屋根は周辺の環境に合う
ように、深く伸びた軒庇は変化の激しい三輪の気象条件か
ら外壁を護り、長い時間の使用に耐えるように考えられた。
　狩野忠正氏は、日本の建築が長きにわたって大切にして
きた屋根というテーマに真正面から取り組み、その結果、
大らかで力強い美を備える建築を数多く手がけてきた。自
然と溶け合う建築を目ざすばかりでなく、氏の設計する建
築の庇下の空間は人を温かく迎え入れるとともに、人が自
然と向き合うための場を実現してきた。私たちは、このこ
とを建築の本質を突き詰めてきた氏からのメッセージとして
胸に刻んで、建築・まちづくりに取り組まなければならない。

1981年第6回吉田五十八賞、2014年第14回日本建築家協会25年賞受賞

撮影：東出清彦　文：荒木公樹

建
築
人 

4
2015



3 2015.04  建築人

 
大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

大
阪
証
券
取
引
所
を
中
心
と
し
た
金
融
街
に
ポ
ツ

ン
と
近
代
建
築
が
佇
ん
で
い
る
。あ
た
か
も
そ
の
空
間

だ
け
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
だ
。そ
の
愛
く

る
し
い
建
物
こ
そ﹁
北
浜
レ
ト
ロ
ビ
ル
ヂ
ン
グ︵
旧
桂
隆

産
業
ビ
ル
︶﹂だ
。

　

明
治
四
五
年︵
一
九
一二
年
︶、北
浜
に
株
仲
買
商
で

あ
っ
た
桂
隆
産
業
の
商
館
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。地
下
一

階・地
上
二
階
建
て
、構
造
は
煉
瓦
造
で
大
林
組
に
よ
る

設
計
施
工
。戦
後
は
商
社
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
の
後
売
り
に
出
さ
れ
、平
成
八
年︵
一
九
九
六
年
︶に
現

オ
ー
ナ
ー
の
小
山
氏
が
買
い
取
り
こ
の
建
物
を
再
生
。

英
国
喫
茶﹁
北
浜
レ
ト
ロ
﹂と
し
て
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　

建
物
の
良
さ
を
活
か
し
た
英
国
式
設
え
を
実
現
さ
せ
る

た
め
、小
山
氏
は
英
国
に
渡
り
独
力
で
イ
ン
テ
リ
ア
を
学
び
、

建
築
家
や
内
装
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
頼
ら
ず
自
ら
図
面
を
描

き
、工
務
店
と
協
力
し
当
時
の
姿
を
み
ご
と
に
再
現
さ
せ
た
。

　

現
在
は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
挟
ま
れ
て
窮
屈
そ
う
に
見

え
る
が
、道
行
く
大
阪
人
は
本
物
を
見
逃
さ
な
い
。着

飾
っ
た
ご
婦
人
連
れ
が
、川
を
挟
ん
で
北
側
に
広
が
る

薔
薇
園
を
優
雅
に
眺
め
な
が
ら
、英
国
式
の
紅
茶
を
嗜

む
風
景
が
こ
こ
に
は
あ
る
。

サ
ポ
ー
ト
と
社
会
貢
献

大
阪
府
建
築
士
会
副
会
長　

上
田
茂
久

　

新
入
会
員
を
勧
誘
す
る
と
き
、﹁
建
築
士
会
に

入
っ
て
、
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
？
﹂
と
よ

く
聞
か
れ
ま
す
。﹁
メ
リ
ッ
ト
﹂
あ
ま
り
好
き
な

言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
入
会
す
る
の
に
会
費

も
か
か
る
し
、
そ
れ
に
見
合
う
何
か
を
求
め
る
こ

と
は
至
極
当
然
で
す
。

　

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
し
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は
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
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に
、
研
修
受
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計
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工
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な
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や
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補
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に
、
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入
す
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で
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設
計
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工
事
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賠
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責
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補
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け
ら
れ
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あ

り
ま
す
。
一
方
、
自
己
啓
発
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研
修
や
、
委
員
会

活
動
に
よ
る
仲
間
づ
く
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よ
う
に
、
後
々
に

な
っ
て
、
自
分
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。

　

さ
て
、
大
阪
府
建
築
士
会
は
建
築
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
中
心
に
あ
る
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

目
指
し
、
建
築
士
に
対
す
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ー
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社
会
貢

献
活
動
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二
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と
し
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活
動
し
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。
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の
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リ
ッ
ト
以
外
に
も
、
頑
張
る
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や
、
Ｈ
Ｐ
、
建
築
人
︵
月
刊
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︶
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よ
る
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供
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ラ
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携

弁
護
士
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談
等
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意
し
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す
。
ま
た
、
消

費
者
か
ら
の
建
築
相
談
や
、
地
域
に
根
ざ
し
た
建

築
活
動
、
被
災
地
の
建
築
物
応
急
危
険
判
定
活
動

等
、
幅
広
い
社
会
貢
献
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
私
達
建
築
士
は
、
多
く
の
情
報
を
共
有
し
、

共
に
輪
を
広
げ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
、
社
会
に

貢
献
し
実
績
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
積
極
的
に
士
会
の
サ
ポ
ー
ト
、
活
動

を
活
用
い
た
だ
き
、
各
々
の
メ
リ
ッ
ト
を
築
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

２ 

大
阪
ホ
ン
マ
も
ん

４ 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
事
業
案
内

６ 

建
築
人

 
 

狩
野
忠
正

19 

記
憶
の
建
築　

松
隈
洋

 
 

東
京
駅　

一
九
一
四
年　

日
本
近
代
一
〇
〇
年
を
目
撃
し
た
駅
舎
の
今

20 
G

allery　

建
築
作
品
紹
介

 
 

ア
シ
ッ
ク
ス 

ス
ポ
ー
ツ
工
学
研
究
所
東
館

 
 

　

設
計　

竹
中
工
務
店　

施
工　

竹
中
工
務
店

 
 

ラ
ヴ
ィ
マ
ー
ナ
神
戸
﹁
瑠
璃
﹂

 
 

　

設
計　

ア
バ
ク
ス
・
ア
ー
キ
テ
ク
ツ　

施
工　

青
木
あ
す
な
ろ
建
設

 
 

学
園
北
の
家

 
 

　

設
計　

マ
ニ
エ
ラ
建
築
設
計
事
務
所　

施
工　

西
友
建
設

 
 

SQ
U

A
RE

 
 

　

設
計　

井
上
久
実
設
計
室　

施
工　

西
友
建
設

24 

建
築
の
射
程　

山
本
博
之　

西　

芳
実

 
 

被
災
地
写
真
の
ア
ー
カ
イ
ブ
︱
景
観
の
変
化
を
記
録
し
記
憶
を
紐
づ
け
る

26 

ひ
ろ
ば　

大
塚
康
央

 
 

新
し
い
動
き
を
と
ら
え
て
︱
工
場
移
転
跡
地
利
用
と
こ
れ
か
ら
の
茨
木
市
づ
く
り
︱

28 

第
34
回
大
阪
都
市
景
観
建
築
賞
入
賞
作
品

30 

理
事
会
報
告　

建
築
相
談　

編
集
後
記

建
築
人　

 

４
2015

　
　
　

 

目　

次

建築人　4
　　　　　　　　　  　 2015

監修　　公益社団法人大阪府建築士会

　　　　建築情報委員会

編集　　建築情報委員会『建築人』編集部

　　　　編集人代表　米井　寛

　　　　編集人　　　荒木公樹　　　飯田英二

　　　　　　　　　　河合哲夫　　　黒川祐樹

　　　　　　　　　　筑波幸一郎　　中江　哲

　　　　　　　　　　橋本頼幸　　　牧野隆義

　　　　事務局　　　山本茂樹　　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社



2015.04  建築人 4

INFORMATION

5 2015.04  建築人

INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

最寄駅　地下鉄「谷町4丁目」下車
内容　設備図の見方③「電気設備」
　　　設備図の見方④「防災防犯設備」
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　会員4,000円　一般6,000円
　　　　（テキスト代含）

宇治平等院見学会
5/21　CPD 2単位（予定）

昨年、修理工事が竣工し、平安貴族が眺めた
色彩を蘇えらせた国宝平等院鳳凰堂を中心
に、平等院の敷地内に点在する仏堂や宝物を
収めた鳳翔館、史跡などをじっくりと見学します。
渋い赤色が再現された鳳凰堂の外観と鳳翔館
に再現された極彩色の内陣の様子を見て、極
楽浄土を表現した平安人が持っている極上の
センスを感じて戴きます。
日時　5月21日（木）　14：00集合
　　　14：30〜16：30見学
集合場所　京阪電車　宇治駅改札口前
参加費　会員1,500円　会員外2,000円
　　　　（境内入場料、ペットボトル付）
定員　50名（申込み先着順）
懇親会を現在企画中です！乞うご期待!!

大阪府知事指定講習
改正建築基準法及び改正建築士
法の解説講習会
5/29　CPD4単位（予定）

昨年、建築基準法及び建築士法の改正が公
布され、本年6月1日より改正建築基準法、6月
25日より改正建築士法が施行されます。本講
習会は大阪府住宅まちづくり部の担当官を講
師としてお招きし、今回の法改正の内容や背景
について詳細に解説していただきます。建築関
係業務に携われている方におかれましては、ぜ
ひ本講習会を受講され日頃の業務に活かして
いただくようご案内いたします。
主催　（公社）大阪府建築士会
　　　（一社）大阪府建築士事務所協会
　　　（公社）日本建築家協会近畿支部
　　　（一社）日本建築協会
日時　5月29日（金）　11：00〜16：10
会場　ドーンセンター7階ホール
最寄駅　地下鉄谷町線「天満橋」下車
内容　改正建築基準法及び関係政省令等に関する解説、

建築士法改正の経緯と意義・改正内容、
	 改正建築士法による設計受託契約等のポイント
定員　500名（定員に達し次第締切）
受講料　会員6,000円　一般8,000円
　　　　（テキスト代含）

二級建築士/設計製図  受験対策
講習会
実力養成コース　7/12〜9/6
直前対策コース　8/23〜9/6
模擬テストⅠ・Ⅱ　8/2、9/6

試験合格だけではなく、有能で意識の高い
建築士の養成を目標に、実務に直結した指
導を行います。
■実力養成コース（模擬テスト2回含む）
　日程（10日間）

7/12（日）、7/19（日）、7/20（祝）、7/26

（日）、8/2（日）、8/9（日）、8/16（日）、
8/23（日）、8/30（日）、9/6（日）

　時間　9：15〜16：45
　定員　15名（申込先着順）
　受講料　会員120,000円  一般140,000円
■直前対策コース（模擬テスト1回含む）
　日程　8/23（日）、8/30（日）、9/6（日）
　時間　9：15〜16：45
　定員　20名（申込先着順）
　受講料　会員40,000円　一般45,000円
■模擬テストⅠ・Ⅱ
　日程　Ⅰ：8/2（日）、Ⅱ：9/6（日）
　時間　9：15〜16：45
　各回定員　25名（申込先着順）
　各回受講料　会員13,000円
　　　　　　　一般15,000円
会場　（各コース共）大阪府建築健保会館
最寄駅　地下鉄「谷町4丁目」下車

大阪府福祉のまちづくり条例を改正
しました

大阪府では、福祉のまちづくり条例を、社会
情勢の変化から生じる課題に対応するため、
一部改正します。（平成 27 年 7 月1 日施行）

【改正のポイント】
①基準適合義務対象用途（自動車修理工場）

の見直し
②共同住宅の基準適合義務対象規模の見直し
③公衆便所の乳幼児向け設備の適用規模の

見直し
④共同住宅および寄宿舎等における介護ベッ

ド等の設置規模の見直し
詳しくは、下記URLをご参照ください。
http://www.pref.osaka.lg.jp/kenshi_
kikaku/fukushi_top/jourei_kaisei.html

営繕工事・業務発注予定情報の
「RSS配信」開始（関東地方整備
局営繕部）

関東地方整備局営繕部では、営繕工事・業務
の発注見通しについて、利便性の更なる向上
を図るため、平成27年3月より発注予定情報の
「RSS配信」を開始しました。
RSS配信を利用することにより、RSS配信に対

応したブラウザ、メールソフト等を通じて新着情
報（更新情報）が営繕部HPに接続せずに自動
的に通知されます。詳細は関東地方整備局HP
をご覧ください。
関東地方整備局HP
http://www.ktr.mlit.go.jp/guide/guide000
00028.html

第13回村野藤吾建築設計図展
−村野藤吾の住宅デザイン−
開催中〜6/6

村野藤吾の住宅作品は、特定のものを除いて、
作品集ではほとんど紹介されてきませんでした。
しかし京都工芸繊維大学美術工芸資料館が
収蔵する村野の図面資料の中には、100を超
える住宅作品が含まれています。
村野藤吾は、住宅が建築のなかでも特別の重
要性を有していると考えていました。
今回は、戦前期に焦点を当て、デザインや建設
経緯に特徴がある14作品を選定しました。
■展覧会
　会期　開催中〜6月6日（土）
　休館日　日曜・祝日　ただし、4/29（水）・
　　　　　　　5/3（日）〜5/6（水）は開館。
　時間　10：00〜17：00（入館は16：30まで）
　会場　京都工芸繊維大学美術工芸資料館
　　　　京都市左京区松ヶ崎御所海道町
　入場　一般200円
■記念シンポジウム
　日時　4月11日（土）　14：00〜17：00
　会場　京都工芸繊維大学60周年記念館
　　　　1階記念ホール
　テーマ　村野藤吾の住宅デザイン
　パネリスト
　　藤森照信（建築史家・東京大学名誉教授）
　　木原千利（建築家・木原千利設計工房主宰）
　司会　石田潤一郎
　　　　（京都工芸繊維大学大学院教授）
　定員　150名
　入場　無料（当日先着順）
主催　京都工芸繊維大学美術工芸資料館
　　　村野藤吾の設計研究会
問合　京都工芸繊維大学美術工芸資料館
　　　Tel.075-724-7924
　　　E-mail siryokan@kit.ac.jp
http://www.museum.kit.ac.jp/

日本建築学会近畿支部主催シンポジウム
 <環境が形態を決める>
―建築・エンジニアリングデザインの最前線― 
4/20 

地球環境を見据えた最前線の研究や建築事
例を紹介し、議論を通じて建築の未来を考
える場としたいと思います。
日時　4月20日（月）　13：30〜17：00
会場　常翔学園大阪センター 301教室

　　　大阪市北区梅田3-4-5毎日インテシオ3F
内容　◦（仮）地球環境を考えたまちづくりと建

築デザイン　　
　　　◦（仮）地球環境を考えた建築のあるべ

き姿と現状と課題　　　　
　　　◦（仮）建築環境デザインの事例紹介

（住宅分野から）
　　　◦（仮）建築環境デザインの事例紹介

（非住宅分野から）
　　　◦（仮）建築環境デザインの事例紹介

（構造デザイン分野から）　
　　　◦パネルディスカッション
定員　150名（申込み先着順）
参加費　2,000円　大学生・大学院生1,000円
　　　　（資料代含む・当日徴収） 
問合　（一社）日本建築学会近畿支部
　　　Tel.06-6443-0538                       

液状化対策研究報告会
関西地方における液状化の被害と最近の対
策工法
4/21

兵庫県南部地震における液状化と被害の実態
を再検討し、被害の軽減につながる技術を考え
ると共に、最近の液状化対策工法について各
種の施工事例を紹介しつつ解説します。そのう
えで、液状化対策の課題と今後の展望につい
て考察します。
主催　日本建築学会近畿支部
　　　基礎構造部会・液状化対策研究会
日時　4月21日（火）　13：00〜17：30
会場　大阪科学技術センター4階401号室
　　　大阪市西区靭本町1-8-4
参加費　大阪府建築士会会員3,000円              
定員　100名
問合・申込　（一社）日本建築学会近畿支部
　　　　　  Tel. 06-6443-0538　

武庫川女子大学 看護科学館
学校教育館 見学会
4/25　CPD2単位

昨年末に竣工した武庫川女子大学の2つの新
館です。共通するテーマ「交流（コミュニケーショ
ン）」に対して敷地や機能など、異なる条件のも
と、設計者がどのようにアプローチしたのか、比
較しながらの見学も見どころとなっています。
日時　4月25日（土）　14：00〜16：00（予定） 
見学先　武庫川女子大学 看護科学館・学校
　　　　教育館 
所在地　兵庫県西宮市鳴尾町1-15他
講師　堀　良平（（株）竹中工務店）、
　　　松森織江（（株）東畑建築事務所） 
集合　現地（集合場所は参加証に地図記載） 
最寄駅　阪神鳴尾駅下車 
定員　30名（先着順） 
参加費　一般1,500円
問合・申込　（一社）日本建築協会
　　　　　  Tel.06-6946-6981

ちょっと知りたい建築セミナー造園編

「造園設計事務所の庭づくりの手
法・デザインを学ぶ」
5/16　CPD3単位（予定）

大阪府主催第4回みどりのまちづくり賞を受賞
した（株）荒木造園設計の庭づくりの手法を
学びます。創設者で造園家の荒木芳邦氏が
手掛けた当時のままの寺院の庭や、住宅の小
さな庭、そして、現社長宅の庭を訪れ造園工
事の過程を見学し、最後に受賞作であるカフェ

「GULIGULI」の庭でお話を伺います。
日時　5月16日（土）　9：45〜12：30
集合　阪急池田駅（受付9：15〜）
講師　（株）荒木造園設計次長　槇村吉高
定員　50名（申込先着順）
参加費　会員1,500円　会員外2,500円

平成27年度建築士定期講習
5/18、7/30、9/16、11/12、12/22
CPD　各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所
属するすべての建築士は 3 年以内ごとに
定期講習を受講しなければなりません。本
年度は平成 24 年度に本講習を受講された
方や、建築士試験に合格された方が対象と
なります。未受講者は懲戒処分の対象とな
りますので必ず受講してください。
日程

5/18（月）  定員300名  会場コード5C-01
7/30（木）  定員200名  会場コード5C-51
9/16（水）  定員300名  会場コード5C-02
11/12（木）  定員200名 会場コード5C-52
12/22（火）  定員300名 会場コード5C-03

時間　9：30〜17：30
会場　大阪国際会議場
最寄駅　京阪中之島線「中之島」下車
申込締切日（申込書必着）

5/18（月）講習：4/30（木）
7/30（木）講習：6/30（火）
9/16（水）講習：8/19（水）
11/12（木）講習：10/16（金）
12/22（火）講習：11/17（火）

　※簡易書留での郵送のみ受付いたします。
　※各回定員に達し次第、受付を終了します。
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

大阪府知事指定講習
建築士法にもとづく建築技術講習会
建築士のための設備図の見方 基本2
5/21　CPD3単位

本講習会は全 2 回のシリーズで行なうもので、
「モデル設備図面」を使って図面構成や各設
備図の凡例及び内容を理解し、最終的には図
面が読めるようになっていただくことを目標として
います。また、簡単な設備設計の手法や最近
の設備動向も併せて解説させていただきます。
第 2 回の今回は、「電気設備」と「防災防
犯設備」について学ぶ講習会です。
日時　5月21日（木）　13：25〜16：40
会場　大阪府建築健保会館6階ホール

みつかります。お気軽にご参加ください。
日程　4月18日（土）
会場　日建学院梅田校
　　　大阪市北区鶴野町1-9
　　　梅田ゲートタワー3F
時間　発表・展示会　13：30〜17：00
　　　　　　　　　 （受付13：00〜）
　　　新会員歓迎交流会　17：30〜19：30
参加費　500円（資料代）
　　　　新会員歓迎交流会　4,000円
　　　　（当日大阪府建築士会入会申込者は
　　　　 無料）
申込締切　4月10日（金）
※新会員歓迎交流会の開催場所は、当日発表
　会会場にてお知らせいたします。

建築士の会 やお・かしわら+建築士の会 東大阪
「八尾市立龍華コミュニティーセンター
及び龍華図書館等複合施設の見学会」
4/25　CPD2単位（予定）

八尾市の龍華コミュニティーセンター・龍華出
張所の機能更新と併せて、地域図書館である
龍華図書館との複合施設が、旧八尾市立病院
跡地に完成しました。八尾市の4つ目の図書館
として、吹抜けと一体となった壁面書架の「本
の滝」を設けるなど、素敵な空間が出来上がりま
した。是非、ご参加ください。
日時　4月25日（土）　受付14：00〜
　　　見学14：30〜16：30（予定）
集合場所　龍華コミュニティーセンター・龍華出
　　　　　張所・龍華図書館の北側玄関前
　　　　　（八尾市南太子堂2-1-45）
最寄駅　JR大和路線「八尾駅」下車
　　　　南西約1.1km。徒歩約15分
参加費　1,000円（資料代等）
※懇親会費は別途。
定員　30名（申込先着順）
※参加証は実施1週間前に出状予定です。

大阪府知事指定講習
平成27年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法講習会》
5/14・9/8・12/8・2/9
CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けるこ
とができる技術者として名簿に掲載します。
（本講習は、国土交通大臣登録講習ではあ
りません。耐震改修促進法により耐震診断
が義務付けられた建築物の耐震診断は、日
本建築防災協会が実施する登録講習を受
講修了する必要があります。）
日程　①5月14日（木）　②9月8日（火）　
　　　③12月8日（火）
　　　④平成28年2月9日（火）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町4丁目」下車
定員　各150名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住宅

の耐震診断と補強方法）

本会における既存建築物耐震診断
等評価業務

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の専門家で
構成する「建築物耐震評価委員会」を組織し、
平成26年1月より建築物耐震評価業務を実施
しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けますのでどうぞご活用
ください。
（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

平成27年建築士試験案内

■二級、木造建築士試験
　◇受験申込書の配布
　期間　3月9日（月）～4月13日（月）（土・日、

祝日は除く。但し4/11（土）、4/12
（日）は配布します。）

　時間　9：30～17：00
　場所　大阪府建築士会事務局

　◇受験申込受付
　期間　4月9日（木）～4月13日（月）
　　　　（土・日も受付ます。）
　時間　10：00～17：00
　場所　大阪府建築士会事務局

■一級建築士試験
　◇受験申込書の配布
　期間　4月1日（水）～5月11日（月）
　　　   （土・日、祝日は除く。但し5/9（土）、　  
　　　　5/10（日）は配布します。）
　時間　9：30～17：00
　場所　大阪府建築士会事務局

　◇受験申込受付
　期間　5月7日（木）～5月11日（月）
　　　　（土・日も受付ます。）
　時間　10：00～17：00
　場所　大阪府建築士会事務局

※インターネット又は郵送による受験申込は、
建築技術教育普及センターのホームペー
ジをご覧ください。

　　http://www.jaeic.or.jp/

すぐに役立つビジネスマナー講座
4/3 

新社会人のみなさんが一番聞きたいビジネスマ
ナーの「なんで?」「どうして?」がわかり、また社会
人としてすぐに役立つ名刺交換や電話応対、そ
の他盛り沢山な内容の講座です。
マナーがまだ曖昧な人、また出来ていると思って
いる人もこの機会に是非ご参加下さい。参加
費は無料です。
また、同会場にて講師を囲んだ懇親会を予定し
ております。
日時　4月3日（金）
　　　16：00〜17：45　マナー講座
　　　17：45〜18：00　建設業界に飛び込
　　　　　　　　　　　む若手の心得
会場　総合資格学院　梅田校
　　　（詳細は参加証に記載予定）
募集　50名（先着順）
参加費　会員・会員外共　無料
懇親会費　会員・会員外共　無料

大阪府知事指定講習
建築士法にもとづく建築技術講習会
木造住宅設計・監理コース その2
4/14、4/21　CPD9単位（2日間）

戸建住宅の多くは木造住宅ですが、在来軸
組構造による木造住宅の設計・監理を体系
的に学ぶ機会は限られています。基本設計
から工事監理までのスキルをマスターしてお
くことは、依頼者の信頼を得る上で欠かす
ことができません。
本講習会は木造住宅の設計・監理に本格
的に取り組もうとする方や、さらなる実践的
スキルアップを目指す方のために開催いたし
ます。2 日間のコースですが、どちらか一日
のみのお申込みも可能です。（下記参照）
日時　4月14日（火）、21日（火）
　　　13：00〜17：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町4丁目」下車
内容　（1日目）基本設計・実施設計・改修設
　　　　　　  計、温熱環境設計
　　　（2日目）構造設計、工事監理
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　2日間
　　　　　会員10,000円　一般13,000円
　　　　どちらか1日のみ
　　　　　会員6,000円　一般7,000円
　　　　　（テキスト代含）

新会員歓迎交流会
大阪府建築士会活動発表会
CORE2015
4/18　CPD3単位（予定）

建築士会では「建築士」として共に学び、ス
キルアップ、交流、情報交換、見学会、社
会貢献、企画運営などさまざまな活動を行っ
ております。「建築士」の資格を活かし、建
築士会の仲間となり一緒に活動しませんか ? 
CORE2015 では、本会の事業委員会・社会
貢献委員会の事業内容を抜粋して、今年度の
活動発表と展示会を行います。
新しい人と人の出会い、役立つ情報がきっと

Others
その他のお知らせ

Sponsorship
建築士会からのお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Administration
行政からのお知らせ
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上段：韓国全羅南道麗水の風景
中段：閑谷学校
下段：神戸オリエンタルホテル
　　　1964年完成、狩野氏が岩本
　　　博行氏のもとで詳細設計を担当

6 ページ撮影：田籠哲也

（注 1）堯天義久（1921-2013）：
神戸大学名誉教授。神戸大学第 8
代学長。専門は建築構造学。

（注 2）岩本博行（1913-1991）：
1932 年都島工業高校卒業後、竹
中工務店入社。1962 年大阪本店
設計部長。1972 年常務取締役。
代表作に「御堂ビル」「国立劇場」。

（注 3）小 川 正（1912-2000）：
1937 年早稲田大学卒業後、竹中
工務店入社。1953 年大阪本店設
計部長。1969 年常務取締役。代
表作に「関電ビルディング」「新
朝日ビルディング」。
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っ
か
け
と
し
て
は
、
閑
谷
学

校
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
祖
父
の
墓
参
の

た
め
岡
山
に
帰
郷
し
た
際
、
三
歳
の
私
が
母
に

背
負
わ
れ
閑
谷
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。
今
で
は

は
っ
き
り
と
理
解
で
き
る
の
で
す
が
、
校
地
を

取
り
巻
く
石
塀
、
本
堂
を
は
じ
め
と
す
る
備
前

焼
の
瓦
屋
根
、
頼
山
陽
が
訪
れ
た
茅
葺
き
屋
根
の

黄
葉
亭
が
私
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

荒
木　

神
戸
大
学
で
の
学
生
時
代
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

狩
野　

私
は
建
築
構
造
学
が
専
門
の
堯
天
義
久

︵
注
１
︶
先
生
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

堯
天
先
生
は
、
後
に
神
戸
大
学
の
学
長
を
務
め

る
こ
と
と
な
っ
た
方
で
す
。堯
天
先
生
に
教
わ
っ

た
こ
と
は
、
構
造
と
一
言
で
表
し
て
も
単
な
る

技
術
で
は
な
く
、
建
築
の
あ
り
方
で
し
た
。
物

の
成
り
立
ち
を
、
つ
ま
り
基
本
を
教
わ
る
こ
と

の
で
き
た
本
当
に
よ
い
ゼ
ミ
で
し
た
。
堯
天
ゼ

ミ
か
ら
は
、
後
に
建
築
学
会
作
品
賞
を
受
賞
す

る
こ
と
と
な
る
真
喜
志
好
一
さ
ん
が
助
手
を
務

め
ら
れ
る
等
、
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
堯
天
先
生
は
乱
読
を
よ
し
と
し
、
常

に
読
書
を
勧
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
自

分
の
専
門
で
あ
る
建
築
以
外
の
本
も
多
く
読
む

よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。
学
生
時
代
は
和
辻
哲

郎
の
﹃
古
寺
巡
礼
』
を
、
こ
れ
は
大
学
の
卒
業

後
で
す
が
栗
田
勇
の
﹃
紅
葉
の
美
学
』
を
愛
読

書
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
を
読
む
こ

と
と
並
行
し
て
、
奈
良
・
京
都
を
中
心
に
古
建

築
を
多
く
見
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。

■
竹
中
工
務
店
で
学
ん
だ
こ
と

荒
木　

竹
中
工
務
店
に
勤
め
ら
れ
て
い
た
頃
の

お
話
を
お
伺
い
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

狩
野　

竹
中
時
代
に
一
番
強
く
心
に
残
っ
て
い

る
こ
と
は
、
私
が
作
図
し
た
立
面
図
に
対
し
て

岩
本
博
行
︵
注
２
︶
さ
ん
か
ら
﹁
鳥
が
見
て
い

る
ぞ
﹂
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。

荒
木　
﹁
鳥
が
見
て
い
る
﹂
と
は
ど
う
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

狩
野　

鳥
は
い
ろ
い
ろ
な
所
か
ら
建
物
を
見
る

わ
け
で
、
そ
れ
を
言
わ
れ
て
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。
人
間
は
ど
こ
か
で
お
ろ
そ
か
に
な
る

部
分
が
あ
っ
て
、
目
の
届
く
と
こ
ろ
だ
け
し
か

見
な
い
で
し
ょ
。
図
面
で
は
そ
こ
を
考
え
な
い

と
い
け
な
い
と
岩
本
さ
ん
は
伝
え
よ
う
と
し
て

く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
あ
と
、小
川
正
︵
注
３
︶

さ
ん
か
ら
は
、﹁
ア
ル
ミ
を
使
う
か
ら
に
は
ア

ル
ミ
の
原
理
を
知
り
な
さ
い
﹂
と
、
物
の
本
質

を
理
解
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
た
た
き
込
ま
れ

ま
し
た
ね
。

中
澤　

狩
野
先
生
が
担
当
さ
れ
た
﹁
播
磨
屋
本

店
生
野
総
本
店
﹂︵
注
４
︶﹁
三
輪
そ
う
め
ん
山

本
本
社
﹂︵
注
５
︶
が
Ｊ
Ｉ
Ａ
二
五
年
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

﹁
物
の
本
質
﹂
を
押
さ
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

長
い
間
に
わ
た
る
評
価
に
耐
え
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

狩
野　
﹁
播
磨
屋
本
店
生
野
総
本
店
﹂
は
、
設

計
コ
ン
ペ
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
物
件
で
し
た
。

要
望
と
し
て
は
瓦
葺
屋
根
と
い
う
こ
と
で
し
た

が
、
私
た
ち
は
茅
葺
屋
根
で
提
案
し
よ
う
と
決

め
ま
し
た
。
理
由
は
、
こ
の
地
域
に
茅
葺
職
人

が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
背

景
の
山
並
み
や
そ
の
場
所
が
茅
葺
を
求
め
て
い

る
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。そ
の
想
い
を
絵︵
１
０

ペ
ー
ジ
に
掲
載
︶
に
表
現
し
て
も
ら
っ
た
の
で

す
が
、
建
物
と
山
や
川
と
の
関
係
が
明
快
に
伝

わ
る
本
当
に
い
い
絵
で
し
た
。

荒
木　

審
査
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
だ
の
で
し
ょ

う
か
。

狩
野　

審
査
員
は
社
長
お
ひ
と
り
で
し
た
。
十

以
上
の
参
加
者
の
プ
レ
ゼ
ン
の
一
番
最
初
が
私

た
ち
で
し
た
。
瓦
葺
屋
根
で
と
要
望
し
て
い
る

の
に
信
念
を
持
ち
茅
葺
を
提
案
し
た
こ
と
に
、

社
長
は
理
解
を
示
し
て
く
れ
、
他
の
案
を
見
て

い
な
い
の
に
﹁
あ
な
た
が
一
位
だ
﹂
と
言
わ
れ

た
こ
と
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
﹁
播
磨
屋
本
店
生
野
総
本
店
﹂
の
配
置
は
、

家
相
か
ら
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
鬼
門
と
な
る
北

東
側
の
前
面
道
路
か
ら
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

建
築
人狩

野
忠
正

か
の
う
た
だ
ま
さ

１
９
３
８
年	

韓
国
全
羅
南
道
麗
水
生
ま
れ

１
９
６
２
年	

神
戸
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業

１
９
６
２
年	

竹
中
工
務
店

１
９
９
４
年	

竹
中
工
務
店

	

プ
リ
ン
シ
パ
ル
ア
ー
キ
テ
ク
ト

１
９
９
５
年	

狩
野
忠
正
建
築
研
究
所
設
立

１
９
９
７
年	

神
戸
大
学
工
学
部
建
築
学
科
教
授

２
０
０
１
年	

神
戸
大
学
名
誉
博
士

２
０
０
１
年	

大
阪
芸
術
大
学
環
境
デ
ザ
イ
ン	

	

学
科
学
科
長

２
０
０
８
年
～
２
０
１
１
年

	

大
阪
芸
術
大
学
大
学
院
客
員
教
授

１
９
８
１
年	

「
三
輪
そ
う
め
ん
山
本
本
社
」に
て

	

第
６
回
吉
田
五
十
八
賞
を
受
賞

　

建
築
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
建
築
に
関
わ
る

人
に
焦
点
を
あ
て
掲
載
す
る
﹁
建
築
人
︵
け
ん

ち
く
び
と
︶﹂。
人
の
持
つ
魅
力
は
、
職
域
を
超

え
て
も
理
解
し
あ
え
る
と
考
え
ま
す
。
創
作
の

源
泉
や
姿
勢
、
人
生
哲
学
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

な
ど
を
垣
間
見
る
こ
と
で
、
共
感
で
き
る
気
づ

き
を
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

第
十
一
回
目
の
建
築
人
は
、
建
築
家
・
狩
野

忠
正
さ
ん
。
竹
中
工
務
店
、
狩
野
忠
正
建
築

研
究
所
に
て
設
計
活
動
に
携
わ
る
だ
け
で
な

く
、
神
戸
大
学
と
大
阪
芸
術
大
学
に
て
教
鞭
を

と
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
九
九
〇
年
か
ら

一
九
九
五
年
に
か
け
て
は
本
誌
の
前
身
﹃
Ｈ
Ｉ

Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ａ
』
の
編
集
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

幅
広
い
活
動
で
の
話
題
を
通
し
て
、
建
築
に
向

か
う
思
い
や
姿
勢
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

kenchiku-bito
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上段：播磨屋本店生野総本店
中段：三輪そうめん山本本社
下段：『別冊新建築　日本現代建
　　　築家シリーズ 11　竹中工
　　　務店』

（注 4）播磨屋本店生野総本店：
1988 年完成。『現代の民家』（学
芸出版社）にて詳述。

（注 5）三輪そうめん山本本社：
1980 年 完 成。HIROBA1988 年
1 月号　谺　炎造（向井正也）「神
話的境域における艶消しの建築」
にて詳述。

（注 6）『別冊新建築　日本現代建
築家シリーズ 11　竹中工務店』：
1986 年新建築社より発行。

（注 7）『HIROBA』：近畿建築士
協議会発行、1964 年から 2005
年まで計 500 号が発行された。

上段：連載ヨーロッパの建築家たち
中段：ベルリン・フィルハーモニッ
　　　ク・コンサートホール（設
　　　計ハンス・シャロウン）

（注8）「建築家の世界」：『HIROBA』
1985 年 1 月号から 12 月号まで
12 人の建築家へのインタビュー
連載。
村野藤吾・浦辺鎮太郎・海老原一
郎・大江宏・東畑謙三・前川國男・
吉村願三・清家清・彦谷邦一・西
澤文隆・芦原義信・丹下健三の各
氏へインタビューを実施。

（注 9）『HIROBA』1987年 1月号
から 1989 年 12 月号まで計 36
回にわたり連載。

（注 10）『建築ノート』として新
建築社より 1992 年 2 月刊行。現
在まで 5 刷を重ねる。

（注 11）東孝光（1933-）：建築家。
大阪大学名誉教授。大阪大学卒業
後郵政省建築部、坂倉準三建築研
究所を経て 1966 年東孝光建築研
究所（1983 年東環境・建築研究
所に改称）設立。代表作に「塔の
家」。

（注 12）矢萩喜從郎（1952-）：デ
ザイナー、建築家。グラフィック・
エディトリアル・サインをはじめと
するデザイン領域から、写真・アー
ト・建築・家具・評論などを手が
ける。ワルシャワ国際ポスタービ
エンナーレ金賞等受賞多数。

行
し
て
、﹁
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
・

建
築
・
み
ど
り
を
つ
く
る
会
﹂
を
設
立
、
代
表

者
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動

に
つ
い
て
、
背
景
か
ら
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
な

い
で
し
ょ
う
か
。

狩
野　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
、
大
き

な
変
化
が
表
れ
て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
を
担
っ
て
い
く
世
代
に
何
を
ど

の
よ
う
な
形
で
残
し
伝
え
て
い
け
ば
よ
い
の
か

と
考
え
ま
す
。
無
秩
序
に
形
づ
く
ら
れ
る
都
市

や
そ
の
構
成
要
素
で
あ
る
建
築
、
ま
た
そ
れ
ら

を
取
り
巻
く
環
境
、
こ
の
ま
ま
で
は
負
の
遺
産

と
し
て
後
世
に
残
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
状
況
に
関
心
を
持
つ

人
た
ち
と
共
に
、
た
と
え
小
さ
な
こ
と
か
ら
で

も
、
こ
れ
か
ら
の
あ
る
べ
き
ま
ち
の
姿
・
建
築
・

住
ま
い
・
環
境
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
の
視
点

か
ら
提
案
し
、
人
材
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い

き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

荒
木　

活
動
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

狩
野　
﹁
子
ど
も
の
た
め
の
建
築
教
室
﹂
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
を
巻
き
込
み
、
連
携
し
な
が
ら

取
り
組
み
ま
し
た
。
私
自
身
の
ア
ト
リ
エ
を
開

放
し
た
り
、出
張
も
幾
度
と
な
く
重
ね
ま
し
た
。

ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
、
建
築
設
計
・

デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
る
人
た
ち
や
も
の
づ
く
り
に

携
わ
る
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
定
期
的
に
懇
談
す

る
場
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
環
境
・

だ
さ
い
。

狩
野　

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
矢
萩
喜

從
郎
︵
注
₁₂
︶
さ
ん
か
ら
影
響
を
受
け
、
ベ
ル

リ
ン
ま
た
は
チ
ェ
コ
の
ク
ラ
コ
フ
で
暮
ら
そ
う

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
当
時
の
治

安
状
況
を
踏
ま
え
て
ベ
ル
リ
ン
に
決
め
ま
し
た

が
、
ベ
ル
リ
ン
で
の
生
活
は
一
九
九
五
年
か
ら

一
九
九
七
年
の
二
年
間
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　

ベ
ル
リ
ン
は
、
壁
の
崩
壊
後
一
気
に
再
開
発

を
進
め
ま
し
た
。
中
で
も
ポ
ツ
ダ
ム
広
場
は
大

き
な
再
開
発
で
し
た
が
、
短
時
間
で
一
気
に
進

め
た
結
果
、
出
来
が
良
く
な
い
と
考
え
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
何
度
も
往
き
来
し
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
と
前
に
進
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

同
じ
ベ
ル
リ
ン
で
も
ダ
ニ
エ
ル
・
リ
ベ
ス
キ
ン

ド
の
ユ
ダ
ヤ
博
物
館
は
一
〇
年
の
歳
月
を
か
け

て
設
計
・
建
設
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
う
し

て
出
来
上
が
っ
た
も
の
こ
そ
本
物
と
い
え
ま
す
。

　

ベ
ル
リ
ン
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
の
公

演
中
は
毎
日
の
よ
う
に
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
か
け

ま
し
た
。
正
面
左
奥
の
ピ
ア
ノ
の
演
奏
が
よ
く

見
え
る
、
学
生
向
け
の
安
価
な
席
に
陣
取
っ
て

い
ま
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
文
化
・
歴
史
の
中
に

身
を
置
く
こ
と
で
、
ベ
ル
リ
ナ
ー
︵
ベ
ル
リ
ン

人
︶
と
し
て
の
暮
ら
し
を
本
当
に
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

■
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
・

建
築
・
み
ど
り
を
つ
く
る
会
」
で
の
活
動

荒
木　

狩
野
先
生
は
、
設
計
・
教
育
活
動
と
並

は
、
自
分
の
テ
ー
マ
を
改
め
て
考
え
る
き
っ
か

け
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

母
倉　

そ
う
で
す
ね
。﹃
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ａ
』
で

は
、
年
間
テ
ー
マ
を
よ
く
決
め
て
い
ま
し
た
よ

ね
。
そ
の
テ
ー
マ
が
狩
野
さ
ん
か
ら
い
つ
も
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
近
畿
二
府
四
県
の
委
員
の

人
が
持
ち
寄
る
の
で
す
け
ど
、
狩
野
さ
ん
か
ら

は
一
番
新
し
い
、
ま
だ
世
の
中
に
浸
透
し
て
い

な
い
よ
う
な
テ
ー
マ
が
ぽ
ん
と
出
て
き
て
い
ま

し
た
ね
。

狩
野　

僕
は
ア
ン
テ
ナ
を
い
っ
ぱ
い
立
て
て
い

た
か
ら
ね
。

母
倉　

そ
れ
が
的
を
得
て
い
て
、
言
わ
れ
た
と

き
は
み
ん
な
本
当
に
き
ょ
と
ん
と
し
て
い
る
ん

だ
け
れ
ど
、
何
カ
月
か
た
つ
と
、
そ
う
い
う
言

葉
が
世
の
中
に
あ
ふ
れ
出
て
く
る
感
じ
で
し
た
。

森
本　

作
品
的
に
は
永
遠
性
と
い
う
方
向
に
進

み
な
が
ら
も
、
活
動
的
に
は
最
新
を
や
っ
て
い

る
と
い
う
、
そ
の
二
つ
の
バ
ラ
ン
ス
が
す
ご
く

面
白
い
で
す
ね
。

濱
田　

先
生
の
事
務
所
に
は
ほ
と
ん
ど
建
築
の

専
門
書
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
が

先
生
の
言
わ
れ
る
ア
ン
テ
ナ
だ
と
思
い
ま
す
。

先
生
の
興
味
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
が
一
目
で
わ

か
り
ま
し
た
。

■
ベ
ル
リ
ン
で
の
暮
ら
し

荒
木　

狩
野
先
生
は
阪
神
淡
路
大
震
災
の
年
に

独
立
さ
れ
、
ベ
ル
リ
ン
で
事
務
所
を
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く

ナ
の
自
然
と
ガ
ウ
デ
ィ
の
建
築
が
融
合
し
て
い

ま
す
。
ガ
ウ
デ
ィ
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
か
ら
近
い
モ

ン
セ
ラ
ッ
ト
の
山
の
ご
つ
ご
つ
と
し
た
岩
肌
か

ら
神
の
啓
示
の
ご
と
く
建
築
へ
の
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
洗
礼
を
受
け
た
と
語
っ
て
い
ま
す
。
ガ
ウ

デ
ィ
の
言
葉
さ
な
が
ら
、
建
築
の
威
力
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
現
地
産
の
石
、
タ
イ
ル
、
レ
ン
ガ

ま
で
は
同
意
で
き
ま
す
が
、
要
所
、
要
所
に
ほ

ど
こ
さ
れ
た
蛇
、
蜥
蜴
の
ア
イ
ア
ン
ワ
ー
ク
は

何
を
意
味
す
る
の
か
、
ど
う
理
解
し
た
ら
よ
い

の
か
私
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の

疑
問
は
民
族
の
違
い
と
い
っ
た
単
な
る
区
分
け

で
は
と
て
も
語
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
建
築
の

創
造
は
、
多
様
な
条
件
が
積
み
重
な
っ
た
結
果

に
よ
る
か
ら
で
す
。

荒
木　

そ
の
他
に
﹃
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ａ
』
で
影
響

受
け
た
こ
と
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

狩
野　

東
孝
光
︵
注
₁₁
︶
さ
ん
の
影
響
は
と
て

も
大
き
か
っ
た
。﹃
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ａ
』
の
あ
る

企
画
会
議
で
、
私
は
永
遠
性
を
、
東
さ
ん
は
短

期
間
で
や
り
替
え
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
一
過

性
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
よ
う
と
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
五
十
人
く
ら
い
の

参
加
者
で
賛
否
を
は
か
る
わ
け
で
す
が
、
意
見

が
完
全
に
分
か
れ
ま
し
た
。

荒
木　

そ
の
テ
ー
マ
と
い
う
の
は
永
遠
性
と
一

過
性
が
併
存
し
た
形
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

狩
野　

結
果
的
に
は
、
併
存
で
し
た
ね
。
永
遠

性
と
一
過
性
と
い
う
の
は
、
新
し
い
テ
ー
マ
で

も
あ
り
、
古
く
か
ら
の
テ
ー
マ
で
す
。
東
さ
ん

人
と
多
く
の
職
人
集
団
が
息
づ
い
て
い
て
、
何

百
年
経
っ
て
も
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
力
が

存
在
し
ま
す
。
彼
ら
か
ら
技
だ
け
を
教
え
ら
れ

た
の
で
は
な
く
、
何
代
に
も
わ
た
る
家
業
を
受

け
継
い
だ
生
活
習
慣
を
学
び
ま
し
た
。
職
人
の

仕
事
場
に
は
現
代
人
の
仕
事
場
に
な
い
凛
と
し

た
風
が
漂
っ
て
い
て
、
他
を
寄
せ
つ
け
な
い
確

か
な
領
域
が
あ
る
の
で
す
。
何
年
経
っ
て
も
新

し
い
と
い
う
こ
と
は
建
築
に
と
っ
て
大
切
な
こ

と
で
す
。
た
だ
機
能
一
点
張
り
で
は
な
く
、
技

術
が
一
人
歩
き
す
る
も
の
で
も
な
く
、
人
間
の

手
技
が
あ
っ
て
建
築
は
生
命
を
保
つ
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
私
達
が
今
近
畿
の
技
、
個
性
を

静
か
に
見
つ
め
な
お
す
時
で
、
そ
こ
か
ら
何
が

可
能
か
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

荒
木　
﹁
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
建
築
家
た
ち
﹂︵
注
９
︶

は
、
後
に
単
行
本
化
︵
注
₁₀
︶
さ
れ
た
連
載
で

す
。
こ
れ
は
狩
野
先
生
が
世
界
じ
ゅ
う
を
旅
さ

れ
ス
ケ
ッ
チ
を
積
み
重
ね
た
こ
と
が
き
っ
か
け

の
一
つ
で
す
が
、
狩
野
先
生
に
と
っ
て
、
旅
と

い
う
の
は
ど
う
い
っ
た
意
味
を
持
つ
も
の
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

狩
野　

旅
は
、
と
て
も
重
要
で
す
。
建
築
は
そ

れ
が
成
立
す
る
場
所
と
の
関
わ
り
を
強
く
も
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
旅
は
そ
の
こ
と
を
具
体
的

に
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
あ
る
ガ
ウ
デ
ィ
の

一
連
の
建
築
を
訪
れ
た
と
き
そ
の
思
い
を
強
く

し
ま
し
た
。
ガ
ウ
デ
ィ
は
ま
さ
に
バ
ル
セ
ロ
ナ

が
生
ん
だ
建
築
家
だ
と
。
そ
れ
ほ
ど
バ
ル
セ
ロ

思
っ
て
⋮
。
順
調
に
決
ま
っ
た
中
で
、
岩
本
博

行
さ
ん
だ
け
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
辞
退
さ
れ
ま

し
た
。
岩
本
さ
ん
は
、﹁
村
野
先
生
や
丹
下
先

生
と
い
っ
た
そ
う
そ
う
た
る
面
々
と
私
が
並
ぶ

の
は
お
か
し
い
だ
ろ
う
﹂
と
。

森
本　

狩
野
先
生
は
常
々
﹁
見
え
な
い
も
の
を

見
る
視
点
を
持
ち
な
さ
い
﹂
と
言
わ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
当
時
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の

時
代
で
、
表
層
的
な
と
こ
ろ
し
か
見
よ
う
と
し

て
い
な
い
、
本
質
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う

危
機
感
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
動
機
に

な
っ
た
の
で
は
と
推
測
し
ま
し
た
。
今
、
私
た

ち
が
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
も
の
も
ま
さ
に
同

じ
な
の
で
す
が
。

狩
野　

そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。﹃
Ｈ
Ｉ

Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ａ
』
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
一
言
で

い
え
ば
＂
考
え
る
こ
と
＂
に
尽
き
ま
す
。
近
畿

か
ら
発
信
す
る
雑
誌
と
し
て
身
近
に
感
じ
ま
す

が
、
核
と
な
る
の
は
近
畿
の
歴
史
性
と
地
域
性

を
ふ
ま
え
た
論
の
展
闘
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と

で
す
。
特
集
、
作
品
論
、
技
術
論
の
一
つ
一
つ

が
私
の
思
考
に
深
く
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、﹃
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ａ
』
は
、
建
築
分
野

と
異
分
野
と
を
つ
な
ぐ
だ
け
で
は
な
く
、
建
築

分
野
の
横
ど
う
し
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
関
西
に
い
る
職
人

を
訪
ね
て
い
く
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
伝
統
の
技
を
生
か
す
土
壌
が
近
畿
に
は
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
工
、
飾
金
物
師
、
瓦
師
、

塗
師
、
柿
葺
師
、
ガ
ラ
ス
工
芸
職
人
、
和
紙
職

の
石
井
修
さ
ん
が
小
川
さ
ん
と
岩
本
さ
ん
、
狩

野
さ
ん
の
三
人
を
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
今
日
の

お
話
と
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

狩
野　

お
ぼ
え
て
い
ま
す
。
石
井
先
生
に
認
め

て
い
た
だ
い
て
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

建
築
を
つ
く
る
上
で
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、
私
自
身
は
師
・

施
主
・
仲
間
の
全
て
に
わ
た
っ
て
と
て
も
恵
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

■
『
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ａ
』
の
編
集
に
参
加
し
て

荒
木　

狩
野
先
生
は
、﹃
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ａ
』︵
注

７
︶
の
編
集
に
参
加
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
か
ら

九
五
年
に
か
け
て
は
編
集
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
ず
、
一
九
八
五
年
に
一
年
間
連
載
さ
れ

た
﹁
建
築
家
の
世
界
﹂︵
注
８
︶
に
つ
い
て
お

話
し
く
だ
さ
い
。

狩
野　

村
野
藤
吾
さ
ん
、
前
川
國
男
さ
ん
、
丹

下
健
三
さ
ん
、
大
江
宏
さ
ん
と
い
っ
た
そ
う
そ

う
た
る
建
築
家
の
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。

荒
木　

ス
タ
ー
ト
と
な
る
一
月
号
は
、
村
野
先

生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
し
た
。

狩
野　

村
野
さ
ん
だ
け
は
、
追
悼
号
に
な
り
ま

し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
一
ヶ
月
半
後
に
亡
く

な
ら
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
年
が
明
け
て
発
刊
さ

れ
る
一
月
号
を
村
野
さ
ん
に
決
め
、
そ
し
て
最

後
の
一
二
月
を
丹
下
さ
ん
と
し
ま
し
た
。
当
時

こ
の
二
人
は
特
別
だ
っ
た
か
ら
村
野
さ
ん
と
丹

下
さ
ん
を
決
め
た
ら
あ
と
は
決
ま
る
だ
ろ
う
と

こ
と
を
避
け
、
来
訪
者
に
は
一
度
南
に
回
っ
て

も
ら
っ
て
か
ら
建
物
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
形
と

し
て
い
ま
す
。

荒
木　
﹁
播
磨
屋
本
店
生
野
総
本
店
﹂、﹁
三
輪

そ
う
め
ん
山
本
本
社
﹂
と
、
屋
根
と
山
の
関
係

が
共
通
し
て
お
り
、
狩
野
先
生
の
原
風
景
で
も

あ
る
閑
谷
学
校
と
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
閑
谷
学
校
の
講
堂
の
備
前
焼
の
瓦
屋

根
と
黄
葉
亭
の
茅
葺
き
屋
根
と
い
う
対
比
を
原

風
景
と
し
て
理
解
さ
れ
、
こ
の
二
つ
の
建
築
に

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。

狩
野　

あ
と
、
鳥
の
視
線
も
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

荒
木　

ど
こ
か
ら
見
ら
れ
て
も
大
丈
夫
な
形
と

し
て
、
や
は
り
屋
根
で
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と

が
建
築
に
と
っ
て
大
切
で
す
。
日
本
は
近
代
建

築
の
発
展
に
よ
っ
て
屋
根
の
持
つ
役
割
を
見

失
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

狩
野　
﹁
三
輪
そ
う
め
ん
山
本
本
社
﹂
も
、
強

く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
背
景
に
三
輪
明
神

の
山
が
控
え
て
い
る
敷
地
で
し
た
。
社
長
は
、

設
計
す
る
た
め
な
ら
﹁
世
界
じ
ゅ
う
ど
こ
へ

行
っ
て
も
い
い
﹂
と
言
わ
れ
て
⋮
。
本
当
に
す

ば
ら
し
い
出
会
い
で
し
た
。

森
本　
﹃
別
冊
新
建
築　

日
本
現
代
建
築
家
シ

リ
ー
ズ
一
一 

竹
中
工
務
店
』︵
注
６
︶
で
の
建

築
家
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
﹁
竹
中
と
い
う
言
葉

か
ら
イ
メ
ー
ジ
す
る
顔
は
誰
で
し
ょ
う
か
﹂
と

い
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
建
築
家
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材
と
技
術
が
使
わ
れ
て
感
動
を
呼
び
起
こ
す
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
先
程
お
話
し
し
た
村
野
さ
ん
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
設
計
中
の
模
型
を
家
に
置
き

眺
め
て
は
直
し
と
い
っ
た
作
業
を
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
話
を
伺
い
ま
し
た
。
私
自
身
も
ス
タ
ッ

フ
が
苦
労
を
し
な
が
ら
夜
を
徹
し
て
作
り
上
げ

た
模
型
を
壊
し
て
直
し
た
こ
と
は
一
度
や
二
度

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
本
当

に
悪
い
こ
と
を
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
が

正
し
か
っ
た
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

建
築
は
そ
れ
ほ
ど
社
会
に
と
っ
て
大
切
な
も

の
で
、
決
し
て
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
最
近
は
建
築
界
だ
け
で
な
く
、
社

会
全
体
が
建
築
に
対
し
て
怠
け
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
社
会
は
か
つ

て
と
比
べ
て
豊
か
に
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

社
会
の
関
心
が
基
本
で
は
な
く
、
些
細
な
こ
と

に
向
か
っ
て
い
る
。
建
築
を
つ
く
ら
な
い
と
い

か
ん
。

荒
木　

本
日
は
狩
野
先
生
が
療
養
中
に
も
関
わ

ら
ず
、
長
時
間
に
わ
た
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応

じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
日
受
け
止
め
た
お

話
を
胸
に
刻
ん
で
日
々
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
〇
一
五
年
二
月
五
日　

池
田
市
内
に
て

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
音
楽
・
芸
能
な
ど
の
分
野

の
人
た
ち
の
参
加
も
増
え
、﹁
土
曜
会
﹂
と
し

て
二
ヶ
月
に
一
度
の
頻
度
で
勉
強
会
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
社
会
に
は
目
立
た
な
い

が
良
い
も
の
を
つ
く
り
、
伝
え
て
い
こ
う
と
努

力
し
て
い
る
人
た
ち
が
間
違
い
な
く
存
在
し
て

い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
優
れ
た
技
能
を
持
つ
人
・

集
団
を
発
掘
・
顕
彰
し
て
、
社
会
に
広
く
伝
え

る
た
め
の
活
動
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

■
建
築
・
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
次
世

代
を
担
う
人
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と

荒
木　

今
回
の
お
話
で
、
狩
野
先
生
が
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
通
し
て
建
築
に
つ
い
て
深
く
考
え

ら
れ
て
き
た
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
最
後
に

な
り
ま
す
が
、建
築・
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
方
々

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

狩
野　

設
計
を
進
め
る
上
で
最
も
強
く
影
響
を

受
け
た
の
は
、
古
代
都
市
で
す
。
建
築
が
美
し

い
と
い
う
こ
と
は
、
機
能
が
な
く
な
り
周
辺
状

況
が
変
わ
っ
て
も
、
厳
然
と
存
在
す
る
こ
と
で

す
。
古
代
都
市
は
、
ほ
と
ん
ど
が
遺
跡
と
な
っ

て
残
っ
て
い
ま
す
。
遺
跡
は
、
装
飾
や
目
的
の

た
め
に
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
な
ど
、
余
分
な

も
の
が
そ
ぎ
と
ら
れ
た
後
に
も
な
お
残
さ
れ
る

骨
格
で
す
。

　

古
代
都
市
は
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
当

時
の
使
い
や
す
い
材
料
で
、
最
も
優
秀
な
職
人

の
技
で
つ
く
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
こ
で
大
切
な

こ
と
は
、
一
歩
一
歩
前
進
し
た
こ
と
を
示
す
素
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時代が建築を創らせる
狩野忠正

　

不
思
議
な
彫
刻
を
眺
め
て
い
る
。
五
年
程
前
か

ら
私
の
机
の
近
く
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
か

ら
見
る
と
い
う
よ
り
も
、
ど
の
よ
う
に
移
動
し
て

も
彫
刻
の
方
か
ら
見
透
か
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
っ

た
方
が
正
確
だ
。
彫
刻
は
ア
フ
リ
カ
原
住
民
の
創

作
と
な
る
マ
コ
ン
デ
像
で
あ
る
。
手
足
は
無
気
味

な
ほ
ど
細
長
く
、
顔
は
正
面
と
左
右
を
向
い
て
い

る
か
の
よ
う
だ
。

　

こ
の
マ
コ
ン
デ
の
彫
刻
は
二
〇
世
紀
初
め
、

キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
運
動
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
写
実

の
美
学
は
キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
に
よ
っ
て
形
態
の
解
体

が
行
わ
れ
、
再
構
成
さ
れ
る
と
い
う
知
的
な
革
命

へ
と
発
展
し
た
。
形
態
は
単
純
化
さ
れ
、
視
点
の

変
化
を
も
写
し
と
る
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
っ

た
。
セ
ザ
ン
ヌ
、
ピ
カ
ソ
、
ブ
ラ
ッ
ク
は
キ
ュ
ー

ビ
ズ
ム
運
動
の
中
心
と
な
っ
て
絵
画
の
分
野
で
活

躍
し
た
。
こ
の
運
動
の
影
響
を
受
け
た
の
が
、ル
・

コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
で
あ
る
。
彼
は
正
面
性
、
対
称
性

を
と
っ
て
き
た
建
築
の
概
念
を
壊
し
て
し
ま
っ

た
。
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
は
画
家
で
あ
り
、
建
築

家
で
あ
る
と
い
う
仕
事
上
の
位
置
づ
け
に
よ
っ
て

よ
り
近
く
キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
運
動
を
受
け
継
ぐ
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
さ
に
マ
コ
ン
デ
の
彫
刻
と
コ
ル

ビ
ュ
ジ
ェ
の
建
築
に
は
合
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　

時
代
背
景
か
強
く
作
用
し
た
こ
と
と
関
係
が
あ

る
。
ロ
ン
シ
ャ
ン
の
教
会
、
ラ
・
ト
ゥ
ー
レ
ッ

ト
修
道
院
、
サ
ヴ
ォ
ア
邸
に
見
る
キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム

は
、
セ
ザ
ン
ヌ
が
試
み
た
、
自
然
を
円
錐
、
球
、

円
筒
に
置
き
換
え
て
描
い
た
絵
と
共
通
す
る
も
の

が
あ
る
。
キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
運
動
と
同
じ
時
代
に
起

き
た
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
は
、
産

業
革
命
に
よ
り
大
量
生
産
を
推
進
す
る
機
械
化
の

反
動
と
し
て
、
建
築
を
工
芸
の
レ
ベ
ル
で
芸
術
作

品
に
作
り
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
建

築
が
人
間
の
手
か
ら
離
れ
た
こ
と
に
対
す
る
抵

抗
で
あ
っ
た
。
こ
の
運
動
の
中
心
と
な
っ
た
人
物

が
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
で
あ
る
。
モ
リ
ス
は
手

工
芸
を
建
築
に
取
り
戻
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
レ
ニ
ー
・
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
は

そ
の
運
動
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
運
動

を
意
識
し
た
の
は
間
違
い
な
い
。
グ
ラ
ス
ゴ
ー
美

術
学
校
の
競
技
設
計
に
入
賞
し
建
築
の
実
施
を
行

う
と
同
時
に
、
教
育
者
と
し
て
も
指
導
を
行
い
、

ヒ
ル
・
ハ
ウ
ス
の
完
成
は
建
築
の
近
代
化
に
刺
激

を
与
え
た
の
で
あ
る
。
ヒ
ル
・
ハ
ウ
ス
の
外
部
、

内
部
に
込
め
ら
れ
た
工
芸
技
術
に
は
か
な
り
の
思

い
入
れ
が
あ
り
、
人
を
引
き
ず
り
こ
も
う
と
す
る

粘
着
性
さ
え
感
じ
る
。

　

二
〇
世
紀
中
頃
に
起
こ
っ
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
は
、

建
築
家
、
ワ
ル
タ
ー
・
グ
ロ
ピ
ウ
ス
を
中
心
に
展

開
さ
れ
た
芸
術
運
動
と
言
え
る
。
一
九
一
九
年
ワ

イ
マ
ー
ル
で
始
ま
っ
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
主
題
は
教

育
と
実
践
の
両
立
で
あ
っ
た
。建
築
、絵
画
、彫
刻
、

工
業
製
品
に
至
る
ま
で
、
異
分
野
の
垣
根
を
越
え

た
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
、
よ
り
機
能
性
を
も
っ

た
デ
ザ
イ
ン
の
追
求
が
な
さ
れ
た
。
デ
ザ
イ
ン
を

社
会
生
活
の
中
心
に
す
え
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
基
本

姿
勢
は
、
社
会
の
要
求
に
理
解
を
示
し
た
こ
と
に

あ
る
。
ミ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ロ
ー
エ
に
よ

る
建
築
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
に
よ
る
構
成
主
義

的
絵
画
等
多
く
の
教
師
の
指
導
に
よ
り
、
芸
術
家

の
登
竜
門
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
工
業
と
柔
ら
か

く
手
を
つ
な
い
だ
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
思
想
が
今
日
に

あ
っ
て
も
息
づ
い
て
い
る
の
は
、
社
会
を
動
か
す

民
衆
に
目
を
や
り
、
社
会
の
要
求
に
う
ま
く
あ
て

は
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
建
築
の
モ
ダ
ニ
ズ

ム
は
、
一
般
に
バ
ウ
ハ
ウ
ス
か
ら
出
発
す
る
こ
と

が
正
当
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
深
く
、
堅
固
に
社

会
に
根
を
下
ろ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
二
〇
世
紀
の
建
築
の
動
向
を
見
て
い
る
と
、

建
築
家
が
建
築
を
創
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
時
代

が
建
築
を
創
ら
せ
て
い
る
の
だ
と
い
う
構
図
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。
複
雑
な
る
社
会
的
要
求
条

件
を
解
き
ほ
ぐ
す
行
為
を
繰
り
返
す
建
築
は
、
ま

さ
に
そ
の
時
代
精
神
を
映
し
だ
す
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

風
土
か
ら
自
然
に
生
ま
れ
た
建
築

　

建
築
は
そ
れ
が
成
立
す
る
場
所
と
の
関
わ
り
を

強
く
も
っ
て
い
る
。
地
域
に
は
場
所
の
力
を
強

く
も
つ
と
こ
ろ
と
弱
い
と
こ
ろ
が
現
わ
れ
る
よ
う

だ
。
建
築
の
成
立
と
場
所
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
語

ら
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
歴
史
性
と
の
関
連
に

お
い
て
、
建
築
が
場
所
に
接
地
す
る
限
り
そ
の
関

係
は
存
在
す
る
。

　

バ
ル
セ
ロ
ナ
に
あ
る
ガ
ウ
デ
ィ
の
一
連
の
建
築

を
訪
れ
た
と
き
そ
の
思
い
を
強
く
し
た
。
ガ
ウ

デ
ィ
は
ま
さ
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
が
生
ん
だ
建
築
家
だ

と
、
そ
れ
ほ
ど
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
自
然
と
建
築
が
融

合
し
て
い
る
。
グ
エ
ル
公
園
、
カ
サ
・
ミ
ラ
、
サ

ク
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
贖
罪
聖
堂
と
眺
め
て
ゆ
く

と
周
辺
の
建
築
は
影
が
う
す
れ
て
し
ま
う
。
外
部

か
ら
の
訪
間
者
に
と
っ
て
は
ガ
ウ
デ
ィ
の
世
界
に

ど
っ
ぷ
り
と
浸
り
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
い
る
間
は
抜

け
出
せ
な
い
魔
性
の
よ
う
な
も
の
に
と
り
つ
か
れ

る
。
近
く
に
あ
る
モ
ン
セ
ラ
ッ
ト
の
山
の
ご
つ
ご

つ
と
し
た
岩
肌
か
ら
神
の
啓
示
の
ご
と
く
建
築
へ

の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
洗
礼
を
受
け
た
と
語
っ
て
い

る
ガ
ウ
デ
ィ
の
言
葉
さ
な
が
ら
、
建
築
の
威
力
が

感
じ
ら
れ
る
。
現
地
産
の
石
、
タ
イ
ル
、
レ
ン
ガ

ま
で
は
同
意
で
き
る
が
、
要
所
、
要
所
に
ほ
ど
こ

さ
れ
た
蛇
、
蜥
蜴
の
ア
イ
ア
ン
ワ
ー
ク
は
何
を
意

味
す
る
の
か
、
ど
う
理
解
し
た
ら
い
い
の
か
、
こ

の
疑
問
は
民
族
の
違
い
な
ど
と
い
う
単
な
る
区
分

け
で
は
語
れ
な
い
。
建
築
の
創
造
と
は
多
様
な
る

条
件
の
重
層
に
よ
る
の
だ
。

　

北
欧
に
あ
っ
て
も
地
域
を
表
す
建
築
が
成
立
し

や
す
い
と
こ
ろ
だ
。
第
一
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

の
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
市
庁
舎
で
あ
る
。
ラ

グ
ナ
ル
・
エ
ス
ト
ベ
リ
の
建
築
は
こ
の
市
庁
舎
以

外
あ
ま
り
語
ら
れ
な
い
。
こ
の
市
庁
舎
が
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
な
る
建
築
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
自
然
の
移
り
変
わ
り
を
よ
く
現

わ
す
敷
地
に
、
市
庁
舎
は
風
景
を
受
け
入
れ
る
よ

う
に
建
築
さ
れ
て
い
る
。
近
づ
く
と
知
ら
ぬ
間
に

建
物
と
一
体
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
中
庭
、
ピ
ロ

テ
ィ
、
ホ
ー
ル
、
回
廊
、
部
屋
が
個
性
を
も
ち
な

が
ら
も
連
体
感
を
保
っ
て
い
る
。
ま
た
現
地
の
素

材
、
伝
統
的
な
形
態
が
空
間
構
成
に
お
お
い
に
か

か
わ
っ
て
い
る
。
時
を
忘
れ
さ
せ
る
建
築
が
あ
る

と
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
建
築
を
い
う
の
で
あ
ろ
う

か
。
多
少
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
こ
の
建
築

は
受
け
入
れ
て
し
ま
う
よ
う
だ
。

　

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
郊
外
に
あ
る
エ
ー
リ
ッ
ク
・

グ
ン
ナ
ー
ル
・
ア
ス
プ
ル
ン
ド
設
計
の
森
の
火

葬
場
は
、
人
間
の
生
と
死
を
語
り
か
け
る
。
ゆ
る

や
か
な
坂
道
を
登
っ
て
建
築
に
た
ど
り
つ
く
生
き

た
人
間
の
こ
の
行
為
は
死
に
対
す
る
諦
念
へ
と
導

か
れ
る
の
で
あ
る
。
時
間
を
感
じ
さ
せ
な
い
ア
プ

ロ
ー
チ
は
頂
上
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
ま
で
続

い
て
い
る
。
第
一
礼
拝
場
、
第
二
礼
拝
場
と
全
く

異
な
る
内
部
空
間
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
る
の
か
穿
鑿
な
ど
か
す
れ
て
し
ま
う
。

火
葬
場
に
よ
く
あ
る
陰
気
な
と
こ
ろ
が
み
じ
ん
も

な
い
の
は
、
な
だ
ら
か
な
丘
の
ア
ッ
ケ
ラ
カ
ン
と

し
た
風
景
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

ヘ
ル
シ
ン
キ
に
あ
る
ア
ル
ヴ
ァ
・
ア
ア
ル
ト
の

一
連
の
建
築
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
と
少
し
異
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
地
域
性
は
感
じ
ら
れ
る
が
、
さ

ら
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
伝
え
て
い
る
。
建
築
は
明

解
さ
を
増
し
、
直
載
性
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
建

築
は
景
観
に
マ
ッ
チ
し
て
い
な
が
ら
軽
快
に
浮
上

し
て
い
る
。
北
欧
の
な
め
ら
か
な
光
が
建
築
に
映

り
、
重
量
を
な
く
し
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
工
科
大
学
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
・
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
は
素
材
の
使
わ
れ
方
に
合
理
性

が
あ
る
。
無
駄
が
な
く
、
単
純
で
あ
る
。
合
理
性

は
人
々
に
合
意
を
呼
び
か
け
、
建
築
に
親
し
み
や

す
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

あ
る
時
、
近
代
建
築
を
年
表
の
上
に
プ
ロ
ッ
ト

し
た
こ
と
が
あ
る
。
一
九
四
〇
年
前
後
、
建
築
作

品
の
成
立
に
ポ
ッ
カ
リ
と
空
白
の
と
こ
ろ
が
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
に
直
接
関
与
し
な
か
っ
た
北
欧

は
、
そ
の
間
着
々
と
名
作
を
生
み
続
け
て
い
た
。

地
域
性
を
も
つ
北
欧
の
建
築
は
近
づ
き
や
す
く
、

ど
こ
か
ら
で
も
入
れ
そ
う
だ
。
そ
れ
は
戦
争
の
影

響
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
証
し
で
も
あ
る
。

ス
イ
ス
の
建
築
家
、
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
、

マ
リ
オ
・
ボ
ッ
タ
の
建
築
に
み
る
近
づ
き
や
す
さ

も
同
じ
意
味
を
も
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

彫
刻
的
な
建
築
の
成
立

　

彫
刻
的
な
も
の
、
鉄
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る

近
代
建
築
の
証
は
、
造
形
性
に
あ
っ
て
新
し
い
可

能
性
を
示
し
た
。
建
築
の
彫
刻
的
表
現
が
追
求
さ

れ
て
き
た
。
ル
イ
ス
・
カ
ー
ン
の
キ
ン
ベ
ル
美
術

館
、
ヨ
ン
・
ウ
ッ
ツ
ォ
ン
の
シ
ド
ニ
ー
・
オ
ペ
ラ

ハ
ウ
ス
、
マ
リ
オ
・
ボ
ッ
タ
の
リ
ヴ
ァ
・
サ
ン
・

ヴ
ィ
タ
ー
レ
の
住
宅
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
ヤ
ー
ン

の
イ
リ
ノ
イ
州
セ
ン
タ
ー
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ジ
ョ

ン
ソ
ン
の
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
ビ
ル
な
ど
の
建
築
作
品
に
は

彫
刻
的
要
素
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
彫
刻

の
抽
象
化
が
建
築
分
野
へ
影
響
し
て
き
た
の
で
あ

る
。
彫
刻
家
ヘ
ン
リ
ー
・
ム
ア
の
ア
ー
チ
と
か
、

ブ
ラ
ン
ク
ー
シ
の
鳥
、
エ
ン
ド
レ
ス
タ
ワ
ー
に
は

今
日
の
建
築
ス
タ
イ
ル
へ
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
し

て
く
る
。
都
市
の
中
の
建
築
の
考
え
方
は
ま
た
、

都
市
の
中
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
建
築
と
し
て
語
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
結
果
、
シ
ン
ボ
ル
性
を
よ

り
高
め
る
彫
刻
的
建
築
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ

た
。
建
築
が
様
式
の
時
代
か
ら
遊
離
し
、
抽
象
化

さ
れ
た
空
間
に
よ
り
形
作
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
た

と
き
、
彫
刻
的
な
規
範
で
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

ル
イ
ス
・
カ
ー
ン
の
幾
何
学
的
な
要
素
の
併
合
、

置
換
、
相
関
か
ら
く
る
抽
象
性
は
、
建
築
の
も
つ

機
能
性
を
越
え
て
し
ま
い
、
彫
刻
的
美
学
を
た

た
え
て
い
る
。
彫
刻
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
内

部
と
外
部
の
矛
盾
が
生
ず
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
ヨ

ン
・
ウ
ッ
ツ
ォ
ン
の
シ
ド
ニ
ー
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

に
そ
の
傾
向
が
現
わ
れ
て
い
る
が
、
形
態
の
力
強

さ
は
機
能
性
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明

し
て
い
る
よ
う
だ
。
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、

都
市
の
中
の
建
築
と
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

伴
っ
た
と
き
、
そ
の
建
築
は
場
所
の
力
を
将
来
に

わ
た
っ
て
蓄
積
し
て
い
く
。
内
部
と
外
部
が
整
合

し
な
く
と
も
建
築
と
し
て
立
派
に
存
在
す
る
例
は

多
く
見
か
け
る
。
日
本
建
築
に
も
よ
く
あ
る
こ
と

だ
。
例
え
ば
、
法
隆
寺
の
五
重
塔
あ
る
い
は
金
堂

の
、
機
能
性
を
も
た
な
い
屋
根
裏
と
し
て
二
階
部

分
を
取
り
付
け
て
、
外
観
の
シ
ン
ボ
ル
性
を
保
っ

た
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

　

整
合
性
が
な
く
て
も
な
お
美
し
い
の
は
、
彫
刻

的
形
態
か
ら
く
る
人
々
に
語
り
か
け
る
象
徴
性

に
あ
る
。
そ
こ
に
は
コ
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
が
入
り

込
む
余
裕
は
な
さ
そ
う
だ
。
現
代
建
築
は
美
学
と

経
済
学
と
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
。
ど
ち
ら
か
が
先
行
し
す
ぎ
る
と
、
長
続
き

し
な
い
か
、
た
だ
消
費
さ
れ
る
し
か
な
い
。
経
済

性
を
削
ぎ
と
ら
れ
た
古
代
遺
跡
は
美
し
い
建
築
と

な
っ
て
存
在
し
て
い
る
。建
築
は
遺
跡
を
目
指
す
、

と
誰
か
が
語
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
が
、
遺
跡
の

彫
刻
的
空
間
の
み
を
捉
え
て
現
代
建
築
空
間
を
語

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
遺
跡
と
な
る
以
前
に
あ
る

も
の
が
何
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
機

能
性
を
も
ち
な
が
ら
存
続
す
る
こ
と
、
使
わ
れ
て

こ
そ
建
築
と
言
え
る
の
だ
。
ミ
ラ
ノ
郊
外
に
あ
る

ア
ル
ド
・
ロ
ッ
シ
設
計
に
よ
る
、
集
合
住
宅
ガ
ラ

ラ
テ
ー
ゼ
の
階
高
の
高
い
ピ
ロ
テ
ィ
と
、
壁
面
の

四
角
い
窓
の
限
り
な
い
連
続
性
は
彫
刻
的
で
さ
え

あ
る
。
あ
の
が
ら
ん
ど
う
の
ピ
ロ
テ
ィ
が
い
ろ
い

ろ
な
イ
メ
ー
ジ
を
呼
び
起
こ
す
働
き
と
な
っ
て
い

る
。建
築
が
一
つ
の
舞
台
の
様
相
を
保
っ
て
い
る
。

ピ
ロ
テ
ィ
を
通
る
人
々
は
さ
な
が
ら
演
技
す
る
歩

行
者
で
あ
る
。
そ
こ
は
禁
欲
的
で
さ
え
あ
り
、
生

活
の
臭
い
は
あ
ま
り
感
じ
な
い
。
そ
の
こ
と
が
印

象
と
な
っ
て
残
る
の
で
あ
る
。

ク
ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
が
建
築
を
生
き

生
き
と
さ
せ
る

　

現
代
建
築
を
構
築
す
る
上
で
職
人
の
位
置
づ
け

は
大
き
い
。
現
代
建
築
が
人
々
を
感
動
さ
せ
る
こ

と
が
薄
れ
て
き
た
と
言
わ
れ
る
の
は
、
職
人
に
よ

る
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
が
建
築
か
ら
離
れ
た
か

ら
で
あ
る
。
一
九
世
紀
ま
で
の
建
築
に
あ
っ
て
は

様
式
と
い
う
あ
る
種
の
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
、
繰

り
返
し
に
よ
り
建
築
を
創
り
上
げ
る
作
業
が
主
流

で
あ
っ
た
の
で
、
多
く
の
職
人
の
参
画
が
行
わ
れ

た
。
定
ま
っ
た
形
態
を
密
度
を
高
め
て
作
り
、
部

分
、
部
分
に
込
め
た
職
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
集
合

が
建
築
を
創
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
近
代
建
築
に

よ
る
様
式
の
解
体
以
降
は
、
職
人
と
建
築
の
感
動

を
呼
び
も
ど
す
た
め
に
は
、
形
を
変
換
し
た
、
新

し
い
関
係
に
よ
る
職
人
と
の
結
び
つ
き
こ
そ
が
重

要
と
な
る
。

　

カ
ル
ロ
・
ス
カ
ル
パ
に
み
る
建
築
の
部
分
に
散

り
ば
め
ら
れ
た
職
人
の
技
は
、
建
築
を
工
芸
の
域

に
ま
で
押
し
進
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
カ
ス
テ

ル
ベ
ッ
キ
オ
美
術
館
の
床
、
壁
、
天
井
、
窓
廻
り
、

階
段
、
さ
ら
に
絵
の
架
台
に
至
る
ま
で
職
人
の
高

度
な
技
術
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
建
築
に
お

け
る
職
人
と
の
新
し
い
関
係
が
浮
か
び
上
が
る
。

ス
カ
ル
パ
が
建
築
を
考
え
出
す
と
周
辺
を
全
く
忘

れ
て
し
ま
う
ほ
ど
没
頭
す
る
、
と
言
わ
れ
て
い
た

の
が
う
な
ず
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
あ
の
部
分
に

込
め
ら
れ
た
情
熱
な
く
し
て
職
人
は
行
動
を
共
に

し
ず
ら
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
職

人
と
共
に
生
活
し
、
人
生
観
さ
え
も
同
一
性
を
保

ここでは、狩野忠正氏の著書『建築ノート』（新建築社より 1992 年刊）の冒頭論文「時代が建築を創
らせる」を転載する。ヨーロッパ、アメリカにおける 19 世紀の近代建築のあけぼのから 20 世紀末の
現代建築に至る動向が理解できる。簡潔でありながら示唆に富んだ論文であることからここに再掲した。
左写真：ロンシャンの教会　ル・コルビュジェ設計（撮影荒木公樹）
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つ
こ
と
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
デ
ィ
テ
ー
ル
が
良

い
と
い
う
言
葉
で
は
正
確
で
は
な
い
。
ス
テ
ィ
ー

ル
プ
レ
ー
ト
を
止
め
る
ビ
ス
一
本
に
至
る
ま
で
気

が
入
っ
て
い
る
。
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
べ
ー
ム
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
建
築
に
は
隠
さ
れ
た
職
人

の
世
界
が
あ
る
。ベ
ン
ス
ベ
ル
グ
市
庁
舎
、ネ
ヴ
ィ

ゲ
ス
巡
礼
教
会
の
分
厚
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
、
打

ち
継
ぎ
な
し
で
ど
の
よ
う
に
打
設
し
た
の
か
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
は
４
０
㎝
～
６
０
㎝
も
あ

る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
側
圧
を
石
の
よ
う
に
硬
質
に

し
て
仕
上
げ
る
た
め
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
の
で
あ

る
。
型
枠
材
は
厚
手
の
板
材
を
使
い
、
打
ち
継
ぎ

目
地
が
見
あ
た
ら
な
い
。
ダ
ム
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
表
面
と
変
わ
ら
な
い
。
目
に
見
え
る
も
の
と
し

て
後
に
は
残
ら
な
い
が
、
型
枠
へ
の
情
熱
が
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
表
面
に
現
わ
れ
て
く
る
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
の
建
築
家
、
ア
ル
ネ
・
ヤ
コ
ブ
セ

ン
は
家
具
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。

家
具
と
建
築
の
設
計
を
行
う
ヤ
コ
ブ
セ
ン
は
デ
ン

マ
ー
ク
の
家
具
職
人
、
金
属
職
人
の
技
術
を
生
か

し
た
建
築
を
残
し
て
い
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
国
立
銀

行
の
外
部
御
影
石
と
サ
ッ
シ
ュ
の
繊
細
な
納
ま
り

に
は
、
建
築
よ
り
も
家
具
を
見
る
よ
う
に
人
間
の

温
か
さ
を
感
じ
る
。
建
築
が
全
体
像
を
目
指
す
と

同
時
に
部
分
へ
、
部
分
へ
と
要
求
さ
れ
る
の
も
現

代
的
な
与
件
で
あ
る
。
一
方
で
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア

ル
な
も
の
を
重
視
し
、他
方
で
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ

プ
の
再
考
を
行
っ
て
い
る
。
建
築
を
文
化
と
し
て

捉
え
る
と
し
た
ら
、
こ
の
両
立
に
あ
り
そ
う
だ
。

技
術
の
進
歩
は
建
築
の
形
態
を
変
え
て
い
く

　

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
有
名
な
ポ

ル
シ
エ
の
企
業
理
念
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ア
ン

ド
・
デ
ザ
イ
ン
と
謳
わ
れ
て
い
る
。

　

限
り
な
い
時
間
へ
の
挑
戦
は
、
先
端
技
術
に
よ

り
デ
ザ
イ
ン
と
性
能
の
領
域
を
変
貌
さ
せ
て
し

ま
っ
た
。建
築
に
あ
っ
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

構
造
技
術
と
そ
の
解
析
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入

に
よ
り
、
空
間
創
造
の
領
域
を
広
げ
て
い
っ
た
。

　

現
代
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
と

関
連
し
た
手
法
と
道
具
に
よ
り
新
分
野
を
開
拓
し

て
い
る
。
建
築
技
術
は
い
つ
の
時
代
で
も
空
間
を

構
築
す
る
た
め
の
設
計
、
施
工
の
改
良
を
行
っ
て

き
た
。
建
築
ス
タ
イ
ル
と
そ
れ
を
支
え
た
技
術
は

た
え
ず
関
連
性
を
も
っ
て
い
た
。
近
代
建
築
以
降

特
に
構
造
技
術
の
開
発
に
よ
っ
て
建
築
の
空
間
領

域
を
広
げ
て
い
っ
た
。
ス
テ
ィ
ー
ル
材
の
特
性
を

生
か
し
た
引
張
力
に
よ
る
形
態
の
追
求
は
、
建
築

を
よ
り
柔
軟
で
軽
快
に
し
、
上
へ
浮
遊
す
る
建
築

を
提
案
し
た
。
大
地
に
ど
っ
し
り
と
根
を
生
や
さ

せ
た
建
築
の
考
え
方
を
変
え
る
に
至
っ
た
。

　

パ
リ
で
国
際
コ
ン
ペ
が
行
わ
れ
世
界
的
に
知
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ポ
ン
ピ
ド
ー
・
セ
ン
タ
ー
は
、

レ
ン
ゾ
・
ピ
ア
ノ
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス

の
案
が
最
優
秀
に
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
の
ユ

ニ
ー
ク
さ
は
構
造
部
材
、
設
備
部
材
を
表
面
に
現

わ
し
た
こ
と
に
あ
る
。
今
ま
で
内
に
隠
さ
れ
て
い

た
も
の
が
、
一
番
目
立
つ
と
こ
ろ
に
現
わ
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
現
わ
れ
た
部
材
と
部
材
の
接
合
部
に

ア
ル
ミ
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
を
挿
入
し
、
金
属
と
ガ
ラ

ス
で
覆
わ
れ
た
ポ
ン
ピ
ド
ー
・
セ
ン
タ
ー
は
周
辺

を
映
し
込
み
、
都
市
風
景
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
っ

た
。
新
し
い
建
築
が
風
景
と
な
っ
て
定
着
し
て
き

た
の
は
、
機
能
性
を
も
つ
構
造
部
材
、
設
備
部
材

は
美
し
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
時
代
の
要
求
を
受

け
入
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

構
造
美
学
の
可
能
性
は
ま
だ
多
く
の
も
の
を

含
ん
で
い
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
解
析
技
術

は
構
造
的
建
築
の
分
野
を
広
げ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
イ
メ
ー
ジ
の
領
域
へ
と
参
入
し
て
い
く
の
で
あ

る
。
ノ
ー
マ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
に
よ
る
ル
ノ
ー
の

組
立
工
場
、
香
港
上
海
銀
行
本
店
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
そ
れ
は
ス
テ
ィ
ー
ル
の
引
張
材
と
し
て
外

部
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ノ
ー
マ
ン.

フ
ォ
ス
タ
ー

が
機
械
に
関
心
を
も
ち
機
械
的
空
間
の
創
作
を
行

う
と
い
う
設
計
姿
勢
が
よ
く
語
ら
れ
る
。
ル
ノ
ー

の
工
場
も
香
港
上
海
銀
行
本
店
も
上
空
へ
と
吊
り

上
げ
ら
れ
る
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
大
地
か
ら
浮

上
し
て
し
ま
っ
た
現
代
建
築
の
姿
を
そ
こ
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
近
代
建
築
以
前
、
建
築
が
圧
縮

材
と
し
て
の
組
み
立
て
を
主
た
る
設
計
手
法
と
し

て
い
た
の
を
、
引
張
材
を
主
体
的
に
取
り
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
、建
築
空
間
の
内
容
を
変
え
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。
金
属
素
材
が
大
々
的
に
使
わ
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
経
済
的
要
因
も
、

そ
れ
に
加
わ
っ
て
い
る
。
金
属
が
貴
重
な
る
も
の

と
特
別
視
さ
れ
て
い
た
の
が
、
経
済
的
な
も
の
と

し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

建
築
外
装
と
し
て
の
金
属
と
ガ
ラ
ス
の
組
み
合

わ
せ
は
、
外
装
材
が
仕
上
材
と
だ
け
考
え
ら
れ
て

い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
外
部
を
も
映
し
込
む
も
の
と

し
て
選
ぼ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
都
市
の
虚
像
も
建

築
空
間
の
一
部
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
建
築
の
都
市
に
お
け
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
別

の
読
み
方
を
知
ら
せ
て
い
る
。
建
築
は
他
と
の

関
係
に
よ
っ
て
成
立
し
、
ゆ
ら
ぎ
、
う
つ
ろ
い
へ

と
拡
大
さ
れ
た
分
野
ま
で
広
げ
ら
れ
て
ゆ
く
。
リ

チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
の
ロ
イ
ズ
・
オ
ブ
・
ロ

ン
ド
ン
の
入
口
廻
り
、
ジ
ャ
ン.

ヌ
ー
ベ
ル
の
ア

ラ
ブ
研
究
所
の
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
絞
り
を
思

わ
せ
る
ガ
ラ
ス
と
金
属
の
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル

は
、
新
し
い
都
市
風
景
を
提
示
し
て
い
る
。

異
分
野
の
交
流
に
よ
り
空
間
の
密
度
が

高
め
ら
れ
る

　

異
分
野
と
の
交
流
は
歴
史
上
か
ら
見
て
み
る

と
、
た
え
ず
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
ス
タ
イ
ル
は

時
代
の
社
会
的
条
件
を
反
映
し
て
い
る
。
一
九
世

紀
末
の
建
築
家
は
主
と
し
て
画
家
、
彫
刻
家
と
組

み
、
建
築
の
一
部
に
う
ま
く
取
り
入
れ
て
い
た
。

ベ
ル
リ
ン
で
活
躍
し
た
カ
ー
ル
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ

ヒ
・
シ
ン
ケ
ル
の
設
計
に
よ
る
シ
ャ
ウ
ス
ピ
ー
ル

ハ
ウ
ス
の
壁
面
、
天
井
面
に
添
え
ら
れ
た
絵
画
は

建
築
空
間
の
一
部
と
し
て
、
う
ま
く
調
和
が
計
ら

れ
て
い
る
。
建
築
と
絵
画
の
境
界
を
な
く
し
て
、

様
式
建
築
の
近
代
化
を
計
ろ
う
と
し
た
姿
勢
が
う

か
が
わ
れ
る
。絵
画
の
分
野
で
も
自
由
な
る
構
図
、

色
調
へ
の
読
み
が
な
さ
れ
、
シ
ン
ケ
ル
の
建
築
の

プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
考
え
方
ま
で
変
え
て

行
く
の
で
あ
る
。
シ
ン
ケ
ル
の
建
築
が
新
古
典
主

義
と
言
わ
れ
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
建
築
以
外
の

分
野
で
の
新
し
い
関
係
を
も
含
ん
で
い
る
。

　

ウ
ィ
ー
ン
で
は
シ
ン
ケ
ル
の
影
響
を
受
け
た
建

築
家
オ
ッ
ト
ー
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
活
躍
の
場
を
与

え
ら
れ
る
。
時
の
国
王
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
一
一
世

の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
に
よ
り
活
躍
し
た
オ
ッ
ト
ー
・

ワ
グ
ナ
ー
は
、
建
築
へ
の
大
胆
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

行
っ
て
い
る
。
近
代
建
築
の
あ
け
ぼ
の
と
も
言
え

る
時
代
の
め
ぐ
り
あ
わ
せ
で
あ
る
。
オ
ッ
ト
ー
・

ワ
グ
ナ
ー
は
新
し
い
素
材
へ
も
多
く
の
ス
タ
デ
ィ

を
行
っ
て
い
る
。
在
来
か
ら
の
石
、
鉄
に
加
え
て

タ
イ
ル
、
ア
ル
ミ
、
ガ
ラ
ス
の
可
能
性
を
追
求
し

て
い
る
。
建
築
家
が
他
の
作
家
と
対
等
に
検
討
を

行
い
、
空
間
の
密
度
を
上
げ
て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン

郵
便
貯
金
局
、
カ
ー
ル
広
場
の
駅
舎
、
カ
イ
ザ
ー

バ
ー
ド
の
水
門
監
視
所
で
の
ユ
ニ
ッ
ト
化
工
法

は
、
現
場
の
作
業
を
減
少
さ
せ
、
ア
ト
リ
エ
で
の

作
業
を
多
く
取
り
入
れ
、
精
度
の
高
い
も
の
と
し

て
い
る
。
オ
ッ
ト
ー
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
作
品
紹
介

で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
、
郵
便
貯
金
局
の
ガ
ラ

ス
に
よ
る
ボ
ー
ル
ト
天
井
と
、
床
か
ら
立
ち
上
が

る
空
調
の
ダ
ク
ト
が
船
舶
の
内
部
に
居
る
よ
う
な

気
分
に
さ
せ
て
し
ま
う
の
は
、
建
築
が
他
の
分
野

へ
手
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を
積
極
的
に
考
え
る

設
計
姿
勢
を
察
知
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー
ン

と
い
う
風
土
は
、
時
に
こ
の
よ
う
に
自
由
な
精
神

を
育
て
た
よ
う
だ
。

　

オ
ル
ブ
リ
ッ
ヒ
の
ゼ
ツ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
館
は
ま
さ

に
画
家
グ
ス
タ
フ
・
ク
リ
ム
ト
と
の
合
作
に
よ

る
建
築
で
あ
る
。
地
下
食
堂
に
設
け
ら
れ
た
ク
リ

ム
ト
の
壁
面
は
ゼ
ツ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
館
の
中
心
的
役

割
と
な
っ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー

ス
に
よ
る
ロ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
、
シ
ョ
イ
邸
他
一
連

の
住
宅
建
築
に
見
る
非
装
飾
性
、
象
徴
性
を
追
求

す
る
姿
勢
は
禁
欲
的
な
と
こ
ろ
ま
で
高
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
歴
史
的
事
件
を
数
多
く
経
験
し
た

ウ
ィ
ー
ン
は
、
実
験
的
な
建
築
思
想
を
許
容
す
る

の
だ
。
こ
の
風
潮
は
ハ
ン
ス
・
ホ
ラ
イ
ン
、
フ
ン

デ
ル
ト
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
へ
と
受
け
継
が
れ
る
。
画
家

フ
ン
デ
ル
ト
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
に
よ
る
公
営
住
宅
は
一

つ
と
し
て
同
じ
窓
を
も
た
ず
、
建
築
は
周
辺
と
全

く
調
和
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
ウ
ィ
ー
ン

の
市
民
に
は
温
か
く
迎
え
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
を

見
る
と
、
市
民
意
識
の
許
容
量
の
大
き
さ
に
驚
か

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
建
築
全
体
に
タ
イ
ル
を
縦
横

に
貼
り
め
ぐ
ら
し
、
屋
上
で
も
、
バ
ル
コ
ニ
ー
で

も
場
所
さ
え
あ
れ
ば
樹
木
を
植
え
て
行
く
フ
ン
デ

ル
ト
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
の
建
築
は
、
最
近
叫
ば
れ
だ
し

た
地
球
環
境
を
擁
護
す
る
一
方
策
と
し
て
、
人
々

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

メ
デ
ィ
ア
時
代
の
建
築
の
新
し
い
波

　

バ
ー
ナ
ー
ド
・
チ
ュ
ミ
、
リ
カ
ル
ド
・
ボ
フ
ィ
ー

ル
、
マ
ノ
ロ
・
ニ
ュ
ネ
ズ
・
ヤ
ノ
ブ
ス
キ
ー
、
レ

ム
・
ク
ー
ル
ハ
ー
ス
、
コ
ー
プ
ヒ
ン
メ
ル
ブ
ラ
ウ
、

ザ
ハ
・
ハ
デ
ィ
ド
等
の
建
築
作
品
に
表
れ
て
き
た

情
況
は
今
ま
で
の
建
築
空
間
概
念
を
か
な
り
打
ち

く
だ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。
今
ま
で
の
建
築
方
法

論
で
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
そ
れ
に
イ
メ
ー
ジ
的

な
る
も
の
と
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
か
な
り
先

行
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
情
報
化
時
代
の
到
来

と
お
お
い
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
。
実
態
と
し
て
の
建
築
よ
り
も
、
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
の
建
築
の
影
響
力
の
方
が
強
力
と
な
り
つ
つ

あ
る
の
だ
。
メ
デ
ィ
ア
の
範
疇
に
入
る
と
、
グ
ラ

ン
ド
ラ
イ
ン
さ
え
も
と
ば
さ
れ
て
し
ま
い
、
さ
な

が
ら
建
築
を
無
重
力
状
態
と
し
て
し
ま
う
。
建
築

は
建
築
さ
れ
た
場
所
の
力
が
切
断
さ
れ
、
ど
こ
に

で
も
、
い
つ
で
も
跳
び
越
え
て
い
く
よ
う
だ
。
そ

の
時
、
水
平
も
垂
直
も
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
存
在

し
て
し
ま
う
。
場
所
の
壁
は
な
く
な
り
、
重
力
を

な
く
し
て
し
ま
っ
た
浮
遊
す
る
建
築
の
姿
は
、
メ

デ
ィ
ア
の
中
で
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
イ

ル
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

リ
カ
ル
ド
・
ボ
フ
ィ
ー
ル
、
ヤ
ノ
ブ
ス
キ
ー
の

マ
ル
ヌ
・
ラ
・
ヴ
ァ
レ
の
集
合
住
宅
は
水
平
と
垂

直
の
都
市
風
景
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

そ
こ
に
素
材
と
か
デ
ィ
テ
ー
ル
に
対
す
る
そ
れ
ほ

ど
の
こ
だ
わ
り
は
な
い
。
パ
リ
郊
外
、
ラ
・
ヴ
ィ

レ
ッ
ト
に
計
画
さ
れ
た
バ
ー
ナ
ー
ド
・
チ
ュ
ミ

に
よ
る
公
園
は
、
１
２
０
ｍ
間
隔
に
配
置
さ
れ
た

真
っ
赤
な
フ
ォ
リ
ー
が
強
烈
な
印
象
を
与
え
る
。

赤
色
は
素
材
感
を
ぬ
ぐ
い
去
り
、
対
称
と
し
て
の

フ
ォ
ル
ム
そ
の
も
の
と
し
て
働
き
か
け
る
。
建
築

と
し
て
の
赤
色
は
情
報
と
し
て
位
置
を
占
め
て
い

る
。
赤
色
の
フ
ォ
リ
ー
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
世

界
中
を
か
け
め
ぐ
る
こ
と
に
な
る
。
情
報
時
代
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
全
体
よ
り
も
部
分
を
重
視
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
ホ
ロ
ニ
ズ
ム
、
フ
ラ
ク
タ
ル
美

学
の
分
野
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、
避
け
て
通
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
現
象
が
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の

次
に
く
る
か
ど
う
か
は
、
大
地
か
ら
開
放
さ
れ
た

浮
遊
す
る
建
築
が
ど
こ
に
定
着
す
る
か
を
見
届
け

る
し
か
な
い
が
、
大
き
な
力
と
な
っ
て
増
幅
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

三輪そうめん山本本社 中庭 撮影：東出清彦



2015.04  建築人 1617 2015.04  建築人

狩野忠正 年譜
建築作品 著作・論文・講演会・展覧会

奥郷屋敷

YHP神戸事務所 天満天神繁昌亭

｢心を癒すこと」藤森照信×狩野忠正
｢和室がシンボルになるとき」現代和風のインテリア
｢クロスカルチャー」hiroba1993年1月号
｢深層心理への応答　商業施設のコミュニティー広場」
商店建築1994年6月号
｢人間・自然・建築　詩想としての建築」
竹中工務店作品集（建築画報社1994年6月）
｢思索する構造設計家ピーター・ライス　岡部憲明×狩野忠正」
hiroba1995年1月号
｢地質学研究所　わたしのフォトメモ･･･タイル編」
INAXREPORT117号（1995年4月）
｢歴史の溝を埋める」国立国際美術館月報31（1995年4月）
｢顔」嶋田勝次先生退官記念論集（1995年10月）
｢island of design」建築雑誌1995年12月号
｢地域の風土に根ざした新しい公共空間を　上山良子×狩野忠正」
関西電力Community Information（1996年1月）
｢プロジェクトとパースの関係」日本アーキテクチャラル
レンダラーズ協会PERSPECTIVE vol.19（1996年3月）
｢打水」ニュープリンス観光バス シニュドゥベ7
（1992年12月）
｢二っの小空闘」村野藤吾の造形意匠②階段・手摺
（京都書院1994年6月）
｢一瞬にして全体を見透す」
プロセスアーキテクチャー123号（1995年1月）
｢草堂」hiroba1997年1月号
｢探訪・狩野忠正研究所」Roof&Roofing 1997春号
｢タイポロジーとトポロジー」hiroba1997年6月号
｢世界の屋根を考える」Roof&Roofing1997秋号
｢現代建築デザインの潮流」まちなみNo.246
（1998年1月）
｢ゆれにおもう」建築と社会1998年10月号
｢歩行者空間の充実｣造景No.17（1998年10月）
｢どうしても埋めておかなければならない深い溝｣
新建築1999年8月号
｢市民は国会議事堂の上を散歩する｣
INAX REPORT142号
｢関西の役割と可能性」大阪府建築士会50周年記念誌
｢飛鳥川にやってきた聖徳太子」河南文芸（2003年8月）
｢すべては劇場から始まる」河南文芸（2004年11月）
｢世界の丸い家を歩く」毎日小学生新聞 2006年4月～
2007年3月（月1回連載計12回）

［講演会］
1976　モールシンポジウム（ショップエージ社）
1980　商業施設の設計の考え方（池田商工会議所）
　　　 商店街づくりの考え方・取り組み方について
　　　 （赤穂商工会議所）
1981　生活文化社会への道標（兵庫県建築士会）
1982　風景としての建築デザイン（大阪府建築士会）
1984　生活と椅子ーあなたにとっての椅子とは？
　　　 （大阪府建築士会）
1984　再開発型ショッピングセンターにおける基本
　　　 設計の進め方（日本ショッピングセンター協会）
1986　日伊国際シンポジウム（ヴェネツィアと大阪
           都市と 広場シンポジウム）
1987　現代ヨーロッパ建築の潮流（大阪芸術大学）　　　 

［主な著書］
コマーシャルスペースの計画とデザイン
（1886年／商店建築社）
現代の民家（1989年／学芸出版社）
光・形（1989年／求龍堂）
建築ノート（1992年／新建築社）
建築に潜む自然（1993年／六曜社）
自然に潜む日本（1993年／六曜社）
環境デザインの視野―人・都市・自然を学ぶにあたって
（2006年／澪標）

［論文］
｢西洋の〈境内〉空閻」ひろば1974年1月号
｢ダイエー鹿児島ショッパーズプラザ」
SHOPAGE1975年10月号
｢ユニチカオークタウン大和高田の誕生」
SHOPAGE1975年10月号3月号
｢茶室に学ぶ」社報takenaka1976年11月号
｢原風景への思惟　外空間作家・深谷光輝氏に聞く」
建築と社会1978年3月号
｢境内の性格をもつ空間」建築と社会1979年3月号
｢ガンダーラ」建築人1982年8月号
｢建築の原形を求めて」
デルフォイの丘に立って　建築と社会1982年12月号
ペルセポリス幻想　建築と社会1983年1月号
風のなかの難波宮　建築と社会1983年2月号
｢数寄屋一現代建築の中で」ひろば1983年7月号
一旅館一(VS山本勝昭)
｢存在の問い」建築文化1984年8月号
｢科学万博　詩人の家」INAXREPORT No.57（1985年4月）
｢古代のイメージ」大同鋼板ニュース92号（1985年5月）
｢建築家の世界」hiroba1985年1月号～12月号
12人の建築家へのインタビュー
村野藤吾・浦辺鎮太郎・海老原一郎・大江宏
東畑謙三・前川國男・吉村願三・清家清
彦谷邦一・西澤文隆・芦原義信・丹下健三
｢設計の為の20のキーワード」
｢現代建築と伝統技術」
磯村の仕事
傳來工房の仕事
アガタモザイクの仕事
石野瓦工業の仕事
｢日本建築の伝統色10話」建築と社会1989年3月号
｢店舗付住宅の設計思想」新住宅1989年9月号（鼎談）
｢自然の生命につながる豊かさ　灰谷健次郎のすまいと
思想・自然観」hiroba1990年7月号
｢作る側・住む側も意識の改革を　都市の中の住まい
　VS八束はじめ」hiroba1990年12月号
｢近未来の都市と住宅」新住宅1991年1月号（座談）
｢垣根をとりはらい柔軟に　遊びの心と教養一梅棹忠夫
国立民族学博物館長に聞く」hiroba1991年1月号
｢狩野忠正が訪ねる知のパイオニア」
hiroba1992年1～12月号
樋ロ隆康・榊莫山・吉田簑助・三木善彦
庄野英二・笹田剛史・木村重信・石毛直道
森毅・伊藤郁太郎・佐藤文隆・河合雅雄
真の建築を追求する」安藤忠雄×狩野忠正・服部紀和

1988　素材・ディテール・空間（デルファイ研究所）
1989　日本の伝統芸術のこころと建築
          （大阪府建築士会）
1990　これからの木造住宅建築の技術と工務店経営
　　　 （大阪住宅センター）
1991　京都の伝統、その新しい道（京都インテリア産業
　　　 協会'91京都インテリアショウセミナー）
　　　 景観と建築（新日本建築家協会建築文化講演会）
　　　 村野藤吾を語る（村野藤吾生誕百年記念実行委員会）
　　　 現代建築における照明の意味（遠藤照明）
1992　次世代工場はアメニティ重視（NHK教育テレビ）
1993　北欧の現代建築ーインビジブルなムーブマンとの
　　　 対話（大阪府建築士会）
　　　 空間の原型（大阪西ロータリークラブ）
1994　重層する視点（兵庫県建築士会神戸支部青年部会）
　　　 景観と街なみの調和（日本建材産業協会）
　　　 視点の開放ー都市・建築への試み
          （兵庫県建築士会加古川支部）
　　　 建築に潜む自然－日本建築の原点（ワタリウム美術館）
          近代の再考　本多常友×狩野忠正（大阪府建築士会）　
1996　「まちづくり」過去、現在そして21世紀へ
　　　 －武庫川と劇場の文化（宝塚市立女性センター）
　　    アート・都市・文化（阪神アートプロジェクト）
　　　 日・米・独 家具製作の現場から（樹望塾）
1997　アーツ・アンド・クラフツを考える
　　 　 長谷川堯×狩野忠正
           実験都市・未確定都市（大阪府建築士会）
　　　　視点の変換（コクヨ）
　　　　ベルリン・ウィーンの建築（JSCA構造技術者協会）
　　　　高橋てい一×藤森照信×狩野忠正（木南会シンポジウム）
1999　 ベルリンの光と影（神戸大学公開講座）
　　　　inside out（大阪府家具工業組合）
2000　 消滅する手法（日本建築家協会）
　　　　バウハウスの建築（大阪府建築士会）
2001 　地域文化と建築デザイン（姫路工業大学）　
　　　  chusei狩野忠正を語る（神戸大学最終講義）
　　　  そこから建築がはじまる（三楽会）
2002　 環境としての建築（大阪府建築士会50周年記念講演）
2003　 よみがえる建築（和歌山県建築士会）
2007　 天満天神繁昌亭の設計（奈良県建築士会）
　
［展覧会］
1985　建築家の自邸写真展（天満橋OMMビル）
1986　関西・現代建築家の自邸PART1
　　　 （銀座ポケットパーク）
　　　  彫刻と建築の空間展（アートスペース虹）
1987　'87 光・音（アートスペース虹）
1988　'88 TAKENAKA DESIGN OSAKA
　　　 （梅田センタービルクリスタルホール）
1989　遊女の都市建築展（心斎橋パルコ）
1990　ノート'90（アートスペース虹）
1991　TAKENAKA ART FORUM '91
　　　 （竹中工務店6計画作業所）
　　　 圧縮と引張　狩野忠正による空間への試み
　　　 （アートスペース虹・信濃橋画廊）
1992　'92 TAKENAKA DESIGN OSAKA
　　　 （OBPクリスタルタワー）
　　　 TAKENAKA ART FORUM '92
　　　 （竹中工務店ダイヤモンドタワー作業所）
1993　TAKENAKA ART FORUM '93
　　　 （竹中工務店本店）
1999　都市の余白（建築家倶楽部）
　　　 沈黙する空間（ハービス大阪）
2001　住宅作家展（芦屋ラポルテ）
　　　  建築100話（意匠学会展覧会・京都市立芸術大学）
2007   Exhibition　浮遊展（中之島公会堂）
　　　  Exhibition　ベルリン-大阪展（中之島公会堂）

【竹中工務店時代】
1964　神戸オリエンタルホテル［神戸市］
　　　  詳細設計担当　設計 岩本博行
1968   東洋紡績敦賀ナイロン工場［福井県敦賀市］
           詳細設計担当　設計 徳岡昌克
1970   EXPO70ポルトガル館［大阪府吹田市］
           設計協力　設計FedericoGeorge
           EXPO70オンタリオ館［大阪府吹田市］
           設計協力　設計DouglasCharlesRowland
           信越酢酸ビニール堺本社［大阪府堺市］
           スタンレー電気大阪支店［大阪市］
1971   メタボ阪急［大阪市］
           詳細設計担当　設計 徳岡昌克
1973   ショーズビル［大阪市］
1975   ダイエー鹿児島ショッパーズプラザ［鹿児島市］
           塩野義製薬福島分室［大阪市］
           ユニチカオークタウン［奈良県大和高田市］
1978   清和台センターモール［兵庫県川西市］
1979   百合学園聖母幼稚園［兵庫県尼崎市］
1980   三輪そうめん山本本社［奈良県桜井市］
           協働：山下好次 他
1984   ニッケパークタウン［兵庫県加古川市］
           協働：砂川裕幸
1985   EXPO85国際科学技術博覧会詩人の館
          ［茨城県つくば市］
           日本キリスト教団池田五月山教会［大阪府池田市］
           協働：遠藤公介
           藤沢薬品筑波研究所［茨城県筑波郡］
           協働：山根牧人
1987   ベルウイング［長野県長野市］
           協働：高山広二
           高松ライオン通りクリスタルモ一ル
          ［香川県高松市］協働：井上正也
1988    播磨屋本店円山店［兵庫県朝来郡生野町］
           協働：天野直樹
           四条通りアーケード［京都市］
           協働：北島元次
           梅花学園澤山記念館［大阪府茨木市］
           協働：中原文雄
           奥郷屋敷［香川県木田郡牟礼町］
           協働：野田隆史
1990   心斎橋アーケード［大阪市］
           EXPO90花博日本画美術館［大阪市］
           協働：砂川幸裕
           クリスタルタワー［大阪市］
           協働：本多友常
1991   淀屋橋戸田ビル［大阪市］
           協働：門川清行
           松蔭女子学院大学大山セミナーハウス
          ［鳥取県名和町］協働：林達雄
           六甲アイランドシティイーストコート3番街
          ［神戸市］協働：岩下龍吉
           伊丹アイフォニックホール［兵庫県伊丹市］
           協働：天野直樹
1992    YHP神戸事務所［神戸市］
           協働：門川清行
           竹中工務店打出独身寮［兵庫県芦屋市］
           協働：遠藤公介
           ハーバーランド　ダイヤニッセイビル［神戸市］
           協働：山内一晃
           モザイク［神戸市］
           協働：山内一晃
           千里中央ツインビル東棟［大阪府豊中市］
           協働：茨木保
           西神オリエンタルホテル［神戸市］
           協働：砂川裕幸
1993   松風ギャラリー［兵庫県加古川市］
           協働：加部佳治
           関西大学高槻キャンパス総合情報学部
         ［大阪府高槻市］協働：前田政男

1993　神戸朝日ビル［神戸市］
           協働：山下好次
1994   三宮インテス［神戸市］
           協働：植月真
           心斎橋東洋ビル（心斎橋OPA）［大阪市］
           協働：砂川裕幸
           シーホーク［福岡市］シーザ・ペリー共同設計
1995   神戸メリケンパークオリエンタルホテル［神戸市］
           協働：砂川裕幸
1996   アクア堂島［大阪市］基本設計
1997   大阪ドーム［大阪市］ 基本設計　日建設計共同設計
           阪神西梅田C街区ビル（ハービス大阪）［大阪市］
           基本設計

[受賞]
「清和台センターモール」
1980年 商空間デザイン奨励賞
「三輪そうめん山本本社」
1981年 吉田五十八賞　1984年 BCS賞　2014年 JIA25年賞
「梅花学園澤山記念館」
1990年 日本建築士会連合会優秀賞
「京都・四条アーケード」
1990年 グッド・デザイン商品選定証
「播磨屋本店丸山店」
1989年 BCS特別賞　1990年 日本建築士会連合会優秀賞
1990年 大阪府知事賞  2012年 JIA25年賞
「心斎橋筋商店街アーケードの照明」
1991年 照明学会優秀照明施設賞
「奥郷屋敷」
1991年 BCS賞　1991年 日本建築士会連合会優秀賞
1991年 甕賞銀賞
「クリスタルタワー」
1992年 BCS賞
「松蔭女子学院大学大山ロッジ」
1993年 日本建築士会連合会優秀賞
「神戸朝日タワー」
1995年 BCS賞

【狩野忠正建築研究所時代】
1995   長嘯館［奈良市］
1996   円安寺［尼崎市］
1999   UFF［神戸市中央区］
2001   神戸大学百年記念会館［神戸市灘区］
           吹田の家［吹田市］
2002   ケロヨンシアター（S邸）［神戸市］
           中之島公園照明計画［大阪市北区］
2003   南山洞禅院［韓国釜山］
           ヨーロッパ通り（周防町）まちづくり（～2008）
          ［大阪市中央区］
2004   家と庭と家（K邸）［大阪市住吉区］ 
          フローリス（老人介護保険施設）［尼崎市］
2005   －Obal houseー楕円の家［大阪市大正区］
2006    鹿篭の家Ⅰ期［広島県安芸郡府中町］
           ぐるぐるハウス（N邸）［大阪府寝屋川市］
           天満天神繁昌亭［大阪市北区］
           鹿篭の家Ⅱ期［広島県安芸郡府中町］
           空の庭（Y邸）［大阪府大東市］
2008    調布の広場（共同住宅・作業場・ギャラリー）
          ［東京都調布市］
           みどり・クリニック（Yクリニック改修）
          ［大阪市大正区］
           サボテニズムーSabotenismー（事務所改修）
          ［大阪市北区］
           浮かぶ家（U邸）［神戸市灘区］
           輪茶輪茶庵（天満天神繁昌亭待合室）［大阪市北区］
2009    ナンジャモンジャの家(H邸)［大阪府阪南市］
           箱根の家（別荘改修）［神奈川県箱根町］
2011   天満天神繁昌亭受付窓口増設［大阪市北区］

　　　 

［受賞］
「UFF」
2000年 銅を用いたすぐれた建築のコンクール入賞
「神戸大学百年記念館」
 2001年 神戸景観・ポイント賞
「天満繁昌亭」
2008年 大阪都市景観建築賞（大阪まちなみ賞）大阪市長賞

［計画］
［設計競技］
2003年　戎橋デザインコンペ、釜山エコセンター国際設計
競技、大阪市住吉区複合施設設計競技、
武蔵境新公共施設プロポーザル
2004年　千倉駅舎・周辺広場設計競技
2009年　国際太陽エネルギー設計競技、台北ポップ
ミュージックセンター国際設計競技
［プロジェクト］
2001年　Ｋ砕石土地利用計画、帝塚山集合住宅計画
2003年　UOOLSAN CATHOLIC CENTER（韓国）、東州
大学計画案（韓国）
2004年　扇町仮設劇場計画、ミナミPR館計画、
Y邸計画
2006年　天神橋三丁目商店街照明計画、安国寺博物館
計画案（韓国）、ウルグアイ茶室計画
2007年　月の劇場（ツリーハウス）
2008年　佐用リゾート計画
2009年　梅美台長期優良住宅新築計画
2010年　（仮称）甲子園口老人保健施設、（仮称）N複合
施設、福山サービスエリア改修計画、M邸、片島計画、
笹ケ平計画、岡山湯原温泉施設計画、O邸

　　　 

清和台センターモール

フローリス
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

二
〇
一
四
年
十
二
月
、
東
京
駅
は
竣
工
か
ら

一
〇
〇
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
。
こ
れ
を
記
念

し
て
、先
ご
ろ
駅
舎
構
内
に
あ
る
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、﹁
東
京
駅
一
〇
〇
年
の
記
憶
﹂

と
題
す
る
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
考
え
て
見
れ

ば
、
め
ま
ぐ
る
し
く
激
動
を
続
け
て
き
た
東
京
の

中
心
に
あ
り
な
が
ら
、
中
央
駅
と
し
て
現
役
の
ま

ま
、
一
〇
〇
年
と
い
う
時
の
蓄
積
を
果
た
し
た
こ

と
自
体
、
奇
跡
に
も
思
え
る
。
一
方
、
世
界
史
に

眼
を
転
ず
れ
ば
、
竣
工
し
た
一
九
一
四
年
は
、
国

民
を
巻
き
込
む
史
上
初
の
総
力
戦
と
な
っ
た
第
一

次
世
界
大
戦
の
勃
発
し
た
年
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
は
、
東
京
駅
が
日
本
近
代
一
〇
〇
年
の
貴
重

な
目
撃
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

竣
工
か
ら
九
年
足
ら
ず
の
一
九
二
三
年
九
月
一

日
に
は
関
東
大
震
災
に
遭
遇
す
る
。
し
か
し
、
鉄

骨
レ
ン
ガ
造
と
い
う
耐
震
性
を
考
慮
し
た
構
造
で

あ
っ
た
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
損
傷
を
受
け
ず
、
被

災
者
の
避
難
所
に
も
な
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、
続

く
太
平
洋
戦
争
末
期
の
一
九
四
五
年
五
月
二
五
日

に
は
空
襲
に
よ
っ
て
大
半
を
焼
失
し
、
壊
滅
的
な

状
態
で
敗
戦
を
迎
え
る
。
そ
れ
で
も
、
当
時
の
技

術
者
た
ち
の
懸
命
の
努
力
に
よ
っ
て
戦
後
た
だ
ち

に
復
旧
工
事
が
施
さ
れ
、
一
九
四
七
年
三
月
に
復

興
を
遂
げ
る
。
こ
の
時
、
応
急
措
置
と
し
て
、
や

む
を
得
ず
左
右
の
ド
ー
ム
が
木
造
ト
ラ
ス
の
三
角

屋
根
と
な
り
、
両
翼
部
分
も
三
階
が
二
階
へ
と
切

り
縮
め
ら
れ
て
、
ス
リ
ム
で
直
線
的
な
姿
へ
と
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
戦
後
形
の
東
京

駅
は
、
戦
災
復
興
の
過
酷
な
時
代
か
ら
、
高
度
経

済
成
長
と
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
バ
ブ
ル
経
済
と
そ

の
崩
壊
を
経
て
、
世
紀
を
越
え
た
二
〇
〇
七
年
ま

で
の
六
〇
年
間
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
休
む
こ
と
な

く
稼
働
し
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。だ
か
ら
こ
そ
、

そ
こ
に
は
戦
後
を
生
き
る
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
が
そ
の
都
度
投
影
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

　

そ
ん
な
日
常
の
風
景
に
溶
け
込
ん
だ
歴
史
の
中

で
、
東
京
駅
は
取
り
壊
し
の
危
機
に
幾
度
と
な
く

晒
さ
れ
て
き
た
。
一
九
八
七
年
、
多
額
の
赤
字
を

抱
え
た
国
鉄
が
分
割
民
営
化
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
を
受
け
て
、
バ
ブ
ル
経
済
を
背
景
に
東
京
駅

と
そ
の
周
辺
を
再
開
発
す
る
計
画
が
動
き
出
し
、

東
京
駅
は
最
大
の
危
機
を
迎
え
る
。
し
か
し
、
こ

の
時
、
共
に
戦
後
を
歩
ん
だ
東
京
駅
に
思
い
を
寄

せ
る
有
志
が
立
ち
上
が
り
、﹁
赤
レ
ン
ガ
の
東
京

駅
を
愛
す
る
市
民
の
会
﹂
を
結
成
し
、
粘
り
強
い

保
存
運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
一
〇
年
以
上
に

及
ぶ
そ
の
地
道
な
活
動
が
実
を
結
ん
だ
成
果
な
の

だ
ろ
う
。
二
〇
〇
三
年
に
は
、
東
京
駅
は
、
晴
れ

て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

五
年
の
歳
月
を
か
け
て
耐
震
改
修
と
復
元
工
事
が

施
さ
れ
、二
〇
一
二
年
に
創
建
時
の
姿
に
甦
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
新
生
し
た
東
京
駅
は
、
た
く
さ
ん

の
人
々
が
訪
れ
る
観
光
名
所
に
も
な
っ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
そ
の
一
方
で
、
あ
る
外
国
人
記
者
は
、

そ
の
姿
を
次
の
よ
う
に
酷
評
し
た
の
で
あ
る
。

　
﹁
東
京
に
は
長
年
に
わ
た
る
﹁
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
﹂
の
名
を
借
り
た
﹁
文
化
・
芸
術
の
破
壊
﹂
の

歴
史
が
あ
る
。︵
中
略
︶
最
近
で
は
東
京
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
が
改
装
さ
れ
た
。
改
装
前
の
面
影

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
駅

と
で
も
呼
び
た
く
な
る
よ
う
な
、
作
り
も
の
っ
ぽ

さ
が
目
立
つ
姿
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。﹂︵
レ
ジ

ス
・
ア
ル
ノ
ー
﹁
東
京
に
残
る
伝
統
美
を
﹁
破
壊

者
﹂
か
ら
守
れ
﹂﹃
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日
本
版
』

二
〇
一
四
年
八
月
一
日
号
︶

　

こ
の
批
評
を
ど
う
受
け
と
め
れ
ば
よ
い
の
だ

ろ
う
か
。
私
事
な
が
ら
、
戦
後
形
の
素
朴
な
三

角
屋
根
に
慣
れ
親
し
ん
だ
経
験
と
、
復
元
工
事
直

前
の
二
〇
〇
五
年
に
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
、﹁
生
誕
一
〇
〇
年
前
川
國

男
建
築
展
﹂
に
携
わ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
復
元

さ
れ
た
東
京
駅
の
姿
に
、
私
自
身
も
違
和
感
を
覚

え
る
。
何
か
が
失
わ
れ
た
感
覚
が
ど
う
し
て
も
拭

え
な
い
か
ら
だ
。
赤
レ
ン
ガ
の
保
存
運
動
に
代

表
委
員
と
し
て
加
わ
っ
た
建
築
史
家
の
稲
垣
栄

三
︵
一
九
二
六
～
二
〇
〇
一
年
︶
は
、
最
中
の

一
九
九
二
年
に
、
東
京
駅
の
歴
史
的
価
値
を
論
じ

た
文
章
の
中
で
、﹁
外
観
を
も
と
の
姿
に
復
元
す

る
こ
と
が
現
在
考
え
う
る
最
良
の
選
択
で
は
な
い

か
と
思
う
﹂
と
記
し
な
が
ら
も
、
保
存
方
法
の
抱

え
る
根
本
的
な
ジ
レ
ン
マ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
指
摘
し
て
い
た
。

　
﹁
問
題
は
、
東
京
駅
を
現
在
の
ま
ま
残
す
の
か
、

戦
前
の
姿
に
戻
す
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
辰
野

葛
西
建
築
事
務
所
の
設
計
し
た
東
京
駅
が
健
在
で

あ
っ
た
の
は
三
十
一
年
間
に
す
ぎ
な
い
が
、
戦
災

復
旧
後
の
姿
で
す
で
に
四
十
五
年
が
経
つ
。
一
つ

の
建
物
を
残
す
こ
と
は
、
そ
の
建
築
が
経
験
し
て

き
た
す
べ
て
の
時
代
の
痕
跡
を
尊
重
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
る
。︵
中
略
︶
戦
災
復
興
の
工
事
は
多
く
の

人
々
の
努
力
の
結
晶
で
あ
る
し
、
ま
た
戦
後
の
東

京
駅
に
は
市
民
に
よ
っ
て
親
し
ま
れ
て
き
た
歴
史

も
あ
る
の
で
、慎
重
な
扱
い
が
必
要
で
あ
る
。﹂︵﹃
赤

レ
ン
ガ
の
東
京
駅
』
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
トN

o.258

︶

　

こ
こ
に
は
、
東
京
駅
の
生
き
ら
れ
た
歴
史
を
ど

う
と
ら
え
る
の
か
、
と
い
う
視
点
が
提
示
さ
れ
て

い
る
。
東
京
駅
は
、
一
九
〇
五
年
の
日
露
戦
争
の

勝
利
を
き
っ
か
け
に
国
家
の
威
信
の
象
徴
と
し
て

建
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
震
災
と
戦
災

に
よ
っ
て
傷
つ
き
、
戦
後
に
入
る
と
、
む
し
ろ
、

市
民
と
共
に
歩
む
民
衆
駅
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

た
の
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
全
体
を
ど
う
理
解
し
、

そ
の
延
長
に
何
を
施
し
、
ど
う
い
う
形
に
手
を
入

れ
る
の
か
、
が
問
わ
れ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
気

が
つ
け
ば
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
加
速
し
た
都
市
の

再
開
発
に
よ
っ
て
、東
京
中
央
郵
便
局
や
丸
ビ
ル
、

新
丸
ビ
ル
な
ど
、
東
京
駅
と
共
に
街
並
み
を
形
づ

く
っ
て
き
た
周
囲
の
建
築
群
は
す
べ
て
超
高
層
ビ

ル
に
建
替
え
ら
れ
て
い
た
。
唯
一
残
っ
た
東
京
駅

は
、
そ
の
喪
失
感
を
今
も
問
い
続
け
て
い
る
。

「丸の内駅舎が甦る」と書かれた仮囲いと解体直前の東京中央郵便局

復元工事前の東京駅丸の内北口の外観

東京駅　1914 年
日本近代 100 年を目撃した駅舎の今

記憶の建築
松隈　洋

 建築人賞 記念盾　「未来へ！」
 グラスアーティスト 三浦啓子作

会報誌『建築人』では、Gallery に 掲載する作品を
募集しています。

詳しくは、公益社団法人大阪府建築士会『建築人』
Gallery 建築作品掲載係まで。

※モノクロページは住宅に限ります。

【掲載料】
　カラー　 ２ページ　２０万円
　カラー　 １ページ　１０万円
　モノクロ ２ページ　１０万円
　モノクロ １ページ　　５万円

『建築人』Gallery 掲載作品 募集中
2015

第 8 回
建築人賞
主催：公益社団法人 大阪府建築士会

公益社団法人大阪府建築士会では
本誌「建築人」のGallery に掲載された建築作品を対象に
社会性、芸術性、時代性を考慮して、顕彰、公表することにより
建築技術の進展、建築文化の向上に資することを目的として
建築人賞を実施しています。  

■ 第 8 回 対象作品
「建築人」2015 年１月号から 2015 年 12 月号まで
Gallery に掲載された建築作品
※建築種別、建築地を問わない。但し、竣工検査済証を受けたもの

■ 表彰（設計者に対して）
建築人賞　　  （賞状と記念盾）
建築人奨励賞  （賞状）
※建築主・施工者には感謝状授与

■ 受賞発表
建築人 2016 年７月号誌面（予定）

■ 問い合わせ
公益社団法人大阪府建築士会「建築人賞」係
TEL 06-6947-1961 FAX 06-6943-7103

■ 審査方法（２段階審査・予定）
一次審査　建築人誌面、公開プレゼンテーションにより選定
二次審査　現地確認により選定

■ 審査委員長　古谷 誠章（早稲田大学教授） 
1955年　東京都生まれ
1978年　早稲田大学理工学部建築学科卒
1980年　早稲田大学大学院修了
1986～1987年　文化庁芸術家在外研修員として
　　　　　　　マリオ・ボッタ事務所在籍
1994年～　八木佐千子とスタジオナスカ（現NASCA）
　　　　　共同設立
1994年～　早稲田大学理工学部助教授
1997年～　早稲田大学教授
本年度より建築人審査委員長
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Gallery 建築作品紹介 ラヴィマーナ神戸「瑠璃」 設計：アバクス・アーキテクツ
施工：青木あすなろ建設

神戸空港島に位置する西日本最大級のウェディング施設であるラヴィ
マーナ神戸のレストランの増築である。リゾートウェディングをテーマと
したこの施設は年を追うごとに樹木も成長し、建築当初からより異国感を
漂わせ、他の追随を許していない。今回の増築も基調のテーマを維持しな
がら、更に他で見たことがない様なオンリーワンの建築を目指している。
木造ラティス構造を採用した、14Mx27M の無柱のレストランは劇場型
レストランと銘打って、テラスのあるフロアに 100 名、半層上りのフロ
アに 50 名、合計で 150 名を収容することができる。どちらの席からも
西面の海と空とサンセットをゆったりと楽しむことができる。

所 在 地：神戸市中央区
用　　途：レストラン
竣　　工：2014.9
構造規模：Ｗ造一部RC造
　　　　　地下 1 階
　　　　　地上 2 階
敷地面積：1,500㎡
建築面積：640.48㎡
延床面積：1,282.14㎡
写　　真：笹倉洋平

アシックス スポーツ工学研究所東館 設計：竹中工務店
施工：竹中工務店

スポーツ用品メーカーの研究所の増築である。建築主の創業哲学「健全
な身体に、健全な精神があれかし」をコンセプトに、合理的な架構のス
ケルトンデザインと運動行為を誘発する建築計画により、知的創造性を
高めるワークプレイスを目指した。外装を彩るガラスフィンは日本の伝
統色を用いて日本企業としてのアイデンティティを発信し、同時に日射
と視線の柔らかな制御を行っている。不要な仕上げを極力絞ったスケル
トン空間は、スポーツアスリートの身体美を表現し、同時に自然素材の
活用と、内外部が連続するテラス等外部環境の内部化を図ることで、新
たな創造の場となることを意図した。　　　　　  （日野宏二、松浦真樹）

所 在 地：神戸市西区
用　　途：研究所
竣　　工：2015.01
構造規模：鉄骨造
敷地面積：16450.06㎡
建築面積：1138.91㎡
延床面積：3361.66㎡
写　　真：古川泰造
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Gallery 建築作品紹介 SQUARE 設計：井上久実設計室
施工：西友建設

三方を隣地に囲まれた敷地は形状が正方形で、一定の離隔を確保した結
果、建物形状も正方形になりました。
一間半をモジュールとし、四畳半を最少単位とした割付を行い、3x3 モ
ジュールの内 2x2 を占める吹抜のリビングを中心に内部と外部に広が
る構成としました。吹抜に接する L 型の内部 2 層に個室や水廻りの機
能を持たせ、外部に張り出した浮いたテラスやエントランスのボリュー
ムに内外を繋ぐ役割を与えました。
屋根対角線上の片勾配の棟木に、垂木状の梁が集まる様が表しとなった
天井は、シンプルな構成のこの建物に静かな規律とリズムをつくっています。

所 在 地：大阪府堺市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2015.02
構造規模：木造 2 階建
敷地面積：206.93㎡
建築面積：82.10㎡
延床面積：117.80㎡
写　　真：冨田英次

敷地は奈良の高級ベットタウンとして閑静な住宅地が広がる近鉄学園前駅
近郊に位置する。その敷地周辺との素材を連続させた外観は、暖かみの
ある杉型枠コンクリートと白い左官壁を採用することで、建物全体の単調さ
を無くし、奥行きと変化を街並みに与えた。家族の集まるリビングの開口
部は、全開にすることで開放的な外部空間と一体となり、水面にモミジが
色づく敷地の高低差を生かした STAGE へと繋がってゆく。その場は、季
節ごとに訪れる変化や、空間に回遊性を与え、リビングから徐々に階上へ
と広がる空間はそのまま空へと伸びやかに繋がってゆく。木々に集まる小
鳥や風が四季の移り変わりを伝え、家族を笑顔にしてゆく住まいとなった。

所 在 地：奈良県奈良市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2011.12
構造設計：木構造建築研
　　　　　究所 田原
構造規模：RC 造 2 階
敷地面積：354.84㎡
建築面積：160.34㎡
延床面積：228.71㎡
写　　真：下村康典

学園北の家 設計：マニエラ建築設計事務所
施工：西友建設
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第
25
回

被災地写真のアーカイブ－景観の変化を記録し記憶を紐づける

山本　博之
東京大学大学院総合文化研究科博士課程修了。京都大学地域研究統
合情報センター准教授。専門は東南アジア地域研究（災害対応と情
報）。著書に『復興の文化空間学――ビッグデータと人道支援の時代』

（京都大学学術出版会、2014 年）、共編著に『国際協力と防災――つ
くる・よりそう・きたえる』（同、2015 年）など。

西　芳実
東京大学大学院総合文化研究科博士課程修了。京都大学地域研究統
合情報センター准教授。専門はインドネシア地域研究（紛争・災害
と復興）。著書に『災害復興で内戦を乗り越える――スマトラ島沖地
震・津波とアチェ紛争』（京都大学学術出版会、2014 年）、共編著に『記
憶と忘却のアジア』（青弓社、2015 年）。

2004 年のスマトラ沖大地震・インド洋津波から 10 年がたちました。今号は、インドネシアの地域研究を
専門分野とするなかで、「デジタル・アーカイブ」という手法を用いて災害地と向き合ってこられた京都大
学地域研究統合情報センターの山本博之さんと西芳実さんにご紹介いただきました。「過去と今を比べ、そ
こからさらに未来を思う」という災害復興への思いです。

し
て
い
る
女
性
や
そ
の
ま
わ
り
で
遊
ん
で
い
る

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
と
て
も
う
ま
く
切
り

取
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
一
枚
一
枚
が
共
感
を

誘
う
。い
つ
誰
が
見
て
も
心
を
打
つ
写
真
と
は
、

情
報
を
削
ぎ
落
と
し
、
個
別
の
文
脈
が
な
く
て

も
伝
わ
る
写
真
な
の
だ
と
思
っ
た
。

　

報
道
写
真
の
焦
点
の
当
て
方
に
学
ぶ
一
方

で
、
被
写
体
に
大
き
く
焦
点
を
当
て
る
写
真
を

撮
る
と
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
撮
ら
れ

た
写
真
か
背
景
が
わ
か
ら
な
く
な
る
と
感
じ

た
。
そ
れ
は
報
道
写
真
の
役
割
で
あ
っ
て
、
地

域
研
究
者
は
む
し
ろ
焦
点
を
絞
り
す
ぎ
ず
、
背

景
を
含
め
た
全
体
像
が
わ
か
る
よ
う
な
写
真
を

撮
る
べ
き
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

景
観
か
ら
記
憶
を
紡
ぐ

　

何
度
も
現
地
を
訪
れ
る
う
ち
に
街
並
み
の
経

年
変
化
が
見
え
て
き
た
。
た
だ
し
、
記
憶
に

頼
っ
て
写
真
を
撮
っ
て
い
た
た
め
、
正
確
に
同

じ
場
所
で
撮
っ
た
写
真
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
出
会
っ
た
の
が

メ
モ
リ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
︵
メ
モ
ハ
ン
︶
と
い

う
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
だ
っ
た
。
メ
モ
ハ
ン
を
使
う

と
、
以
前
撮
っ
た
の
と
同
じ
場
所
で
撮
影
す
る

こ
と
が
容
易
に
な
る
。
メ
モ
ハ
ン
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
過
去
と
今
を
比
べ
、
そ
こ
か
ら
さ
ら

に
未
来
を
思
う
と
い
う
営
み
に
複
数
で
参
加
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ア
チ
ェ
の
街
頭
で
メ

モ
ハ
ン
を
行
っ
て
い
て
、
津
波
以
前
の
ア
チ
ェ

の
街
並
み
を
撮
り
続
け
て
き
た
郷
土
史
家
と
出

会
い
、
撮
り
た
め
た
写
真
の
提
供
を
受
け
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
の
景
観
の
中
に
津
波
後
だ

け
で
な
く
津
波
以
前
の
風
景
を
探
す
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
過
去
の
写
真
は
過
去
の

こ
と
を
知
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
今
を
生
き
る

人
た
ち
に
と
っ
て
も
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

写
真
は
、
文
化
や
地
域
や
時
代
が
違
っ
て
い

て
も
、
見
れ
ば
わ
か
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

災
害
対
応
の
地
域
研
究

　

私
た
ち
は
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
に
発
生
し

た
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
・
津
波
の
最
大
の
被
災

地
と
な
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
チ
ェ
州
で
、

被
災
か
ら
現
在
ま
で
の
約
一
〇
年
間
に
わ
た
っ

て
被
災
地
の
景
観
を
撮
り
た
め
、
そ
れ
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
地
図
上
で
参
照
で
き
る
よ
う
に

し
た
。

　

私
た
ち
が
専
門
と
す
る
地
域
研
究
と
は
、
政

治
学
や
経
済
学
や
社
会
学
な
ど
の
よ
う
に
特
定

の
分
野
を
専
門
と
す
る
の
で
は
な
く
、
特
定
の

地
域
を
専
門
と
し
て
、
そ
の
地
域
社
会
に
つ
い

て
多
面
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
現
代

世
界
が
抱
え
る
諸
課
題
を
地
域
に
根
ざ
し
て
考

え
よ
う
と
す
る
学
問
分
野
で
あ
る
。
研
究
テ
ー

マ
は
業
種
や
分
野
を
超
え
て
取
り
組
ま
れ
る
課

題
に
な
る
こ
と
も
多
い
。

　

私
た
ち
が
﹁
災
害
対
応
の
地
域
研
究
﹂
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地

震
・
津
波
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
被
災
地
で
異

業
種
・
異
分
野
の
専
門
家
に
同
行
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
の
調
査
や
取
材
の
方
法
を
間
近
で

見
た
こ
と
で
そ
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
研
究

対
象
地
域
が
未
曾
有
の
大
災
害
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
と
き
、
地
域
研
究
者
と
し
て
何

が
で
き
る
の
か
、
研
究
成
果
を
誰
に
ど
の
よ
う

に
伝
え
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

被
災
地
の
景
観
を
撮
る

　

津
波
直
後
の
被
災
地
調
査
で
は
、
工
学
の
専

門
家
で
あ
る
Ｈ
さ
ん
に
同
行
し
た
。Ｈ
さ
ん
は
、

被
災
地
で
と
に
か
く
た
く
さ
ん
写
真
を
撮
影
し

て
い
た
。
壊
れ
た
建
物
。
唯
一
残
さ
れ
た
土
台

か
ら
わ
ず
か
に
延
び
た
鉄
筋
の
曲
が
り
具
合
。

大
き
さ
を
比
較
す
る
た
め
に
タ
バ
コ
の
箱
を
置

い
て
撮
る
。
位
置
や
向
き
の
記
録
も
大
事
だ
と

の
話
だ
っ
た
。

　

携
帯
電
話
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
が
未
発
達
で
、
カ

メ
ラ
に
外
付
け
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
を
つ
け
て
撮
影

す
る
時
代
だ
っ
た
。
Ｈ
さ
ん
は
、
車
で
被
災
地

を
走
り
な
が
ら
、
数
秒
お
き
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
見
て
、
私
た
ち
も
同
じ

よ
う
に
写
真
を
撮
っ
て
み
た
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
な
の
で
フ
ィ
ル
ム
を
気
に
し
な
く
て
よ
い
た

め
、
車
中
で
メ
モ
リ
と
バ
ッ
テ
リ
を
交
換
し
な

が
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
続
け
た
。

　

帰
国
し
て
写
真
を
整
理
し
て
い
る
と
、
撮
っ

た
本
人
の
目
に
は
写
真
と
写
真
の
間
の
風
景
が

思
い
浮
か
ぶ
の
で
被
災
地
の
様
子
が
動
画
の
よ

う
に
思
い
出
さ
れ
る
け
れ
ど
、
被
災
地
に
行
っ

た
こ
と
が
な
い
人
の
目
に
は
写
真
と
写
真
の
間

の
風
景
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
被

災
地
で
は
壊
れ
た
建
物
ば
か
り
撮
り
が
ち
だ

が
、
そ
う
す
る
と
、
写
真
だ
け
見
て
い
る
と
現

地
に
は
壊
れ
た
建
物
し
か
な
い
よ
う
な
印
象
を

与
え
て
し
ま
う
。
実
際
に
は
、
津
波
で
ほ
と
ん

ど
全
て
の
建
物
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
地
区
も

あ
れ
ば
、
一
階
部
分
が
水
に
浸
か
っ
た
け
れ
ど

建
物
は
残
っ
た
地
区
も
あ
り
、
被
災
地
は
決
し

て
一
様
で
は
な
か
っ
た
。

　

壊
れ
た
建
物
だ
け
撮
っ
て
い
て
は
被
災
地
の

様
子
を
伝
え
ら
れ
な
い
と
思
い
、
次
の
訪
問
で

は
壊
れ
て
い
な
い
建
物
も
撮
る
よ
う
に
し
た
。

車
窓
か
ら
山
と
木
々
し
か
見
え
な
い
と
き
で
も

撮
り
続
け
た
。
こ
う
し
て
、
毎
年
二
、三
回
被

災
地
を
訪
れ
、
車
で
の
移
動
中
も
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
り
続
け
る
調
査
が
始
ま
っ
た
。
二
〇
〇
六

年
に
は
ソ
ニ
ー
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
キ
ッ
ト
が
発
売
さ

れ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
写
真
に
位

置
情
報
を
つ
け
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
。

　

被
災
地
で
は
人
道
支
援
や
報
道
の
専
門
家
に

同
行
す
る
機
会
も
あ
っ
た
。
写
真
の
撮
り
方
で

特
に
参
考
に
な
っ
た
の
は
報
道
写
真
の
撮
り
方

で
、
被
写
体
に
焦
点
を
当
て
て
ま
わ
り
の
部
分

は
大
胆
に
切
り
捨
て
て
い
た
。
心
を
動
か
す
た

め
に
顔
を
撮
る
の
だ
と
言
う
。
埋
葬
地
で
礼
拝

た
り
で
き
る
方
法
と
し
て
、
一
歩
引
い
た
と
こ

ろ
で
写
真
を
撮
り
、
誰
も
が
見
え
る
と
こ
ろ
に

公
開
す
る
こ
と
で
、
人
々
が
自
分
の
物
語
を
引

き
出
す
手
が
か
り
を
残
し
て
お
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　

私
た
ち
地
域
研
究
者
が
行
っ
て
い
る
の
は
、

災
害
対
応
に
即
し
て
言
え
ば
、
地
域
社
会
の
情

報
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
あ
る
。
地
域
社
会
を
構

成
す
る
の
は
人
々
、
財
物
、
景
観
、
記
憶
な
ど

で
あ
り
、
人
は
そ
れ
を
地
の
上
に
積
み
重
ね
る

こ
と
で
文
化
空
間
を
築
い
て
き
た
。
災
害
は
、

建
物
や
景
観
を
壊
す
だ
け
で
な
く
、
建
物
や
景

観
に
紐
付
け
ら
れ
て
い
た
記
憶
も
壊
し
、
文
化

空
間
を
更
地
に
す
る
。
文
化
空
間
を
復
興
す
る

に
は
、
建
物
や
景
観
を
物
理
的
に
復
旧
再
建
す

る
だ
け
で
な
く
、
か
つ
て
の
記
憶
を
掬
い
上
げ

て
、
新
し
い
景
観
に
新
し
い
記
憶
を
紐
付
け
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
被
災
地
写
真
の
ア
ー
カ
イ

ブ
は
、
被
災
地
の
内
外
の
人
が
景
観
に
共
通
の

経
験
や
記
憶
を
紐
付
け
て
い
く
試
み
の
一
つ
で

あ
る
。

景
観
を
見
て
、
何
が
情
報
と
し
て
重
要
だ
と

思
っ
た
の
か
。
そ
の
も
と
に
あ
っ
た
の
は
、
あ

ま
り
に
被
害
の
規
模
が
大
き
く
、﹁
死
者
・
行

方
不
明
者
は
一
七
三
〇
〇
〇
人
﹂﹁
こ
の
集
団

埋
葬
地
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
の
は
二
万
体
﹂
と

い
う
よ
う
に
、
災
害
の
犠
牲
に
な
っ
た
人
々
を

数
で
扱
わ
ざ
る
を
得
な
い
災
害
の
現
場
を
実
際

に
訪
れ
て
み
て
、
犠
牲
に
な
っ
た
人
々
や
生
き

残
っ
て
犠
牲
者
を
思
い
な
が
ら
こ
れ
か
ら
の
生

を
全
う
し
よ
う
と
す
る
人
々
に
は
、
数
字
に
ま

と
め
ら
れ
な
い
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
が
あ
る
と
い

う
実
感
だ
っ
た
。

　

災
害
の
経
験
を
教
訓
と
し
て
残
す
に
は
、
個

別
の
文
脈
を
落
と
し
て
誰
に
で
も
わ
か
る
簡
単

な
形
に
す
る
こ
と
と
、
具
体
的
で
細
か
い
事
実

か
ら
な
る
個
別
の
物
語
を
記
録
し
て
お
く
こ
と

の
両
方
が
大
切
で
あ
る
。
後
者
の
た
め
に
は
一

人
一
人
の
物
語
を
聞
い
て
集
め
て
い
く
し
か
な

い
が
、
災
害
直
後
で
、
し
か
も
被
災
者
の
数
が

膨
大
で
、
と
て
も
個
別
に
話
を
聞
い
て
い
く
こ

と
は
不
可
能
だ
と
い
う
現
実
の
前
で
、
さ
し
あ

ア
チ
ェ
で
メ
モ
ハ
ン
を
行
っ
た
後
、
ア
チ
ェ
出

身
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
学
生
五
人
を
日
本
に
招

き
、
メ
モ
ハ
ン
を
試
み
て
も
ら
っ
た
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
か
ら
二
〇
年
目
の
神
戸
を
訪
れ
、

日
本
の
高
校
生
の
協
力
を
得
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
と
日
本
人
が
二
人
一
組
に
な
っ
て
三
宮
駅

周
辺
で
メ
モ
ハ
ン
を
行
っ
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
学
生
た
ち
は
土
地
勘
が
な

い
た
め
に
日
本
の
高
校
生
の
記
憶
に
期
待
し
た

が
、高
校
生
も
震
災
時
に
は
生
ま
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
震
災
当
時
の
記
憶
は
な
い
。
そ
こ
で
、

高
校
生
が
通
訳
と
な
っ
て
近
所
の
人
た
ち
に
聞

き
込
み
を
行
い
、
震
災
当
時
の
写
真
の
場
所
を

探
し
出
し
た
。
そ
の
過
程
で
は
、
地
元
の
人
々
、

高
校
生
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ

の
震
災
の
記
憶
を
語
る
様
子
も
見
ら
れ
た
。

　

ア
チ
ェ
で
撮
り
た
め
た
写
真
の
一
部
は
、
本

の
形
で
発
表
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
。
被
災

直
後
の
緊
急
対
応
で
生
じ
た
こ
と
や
、
そ
れ

か
ら
一
〇
年
間
の
復
興
過
程
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
本
で
発
表
し
、
出
版
社
の
ご
厚
意
で
、

三
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
全
て

の
ペ
ー
ジ
に
被
災
地
の
写
真

を
入
れ
て
い
た
だ
い
た
。
そ

れ
で
も
私
た
ち
が
撮
り
た
め

て
き
た
写
真
の
数
か
ら
言
え

ば
ご
く
一
部
で
し
か
な
い
。

文
化
空
間
の
復
興
に
向

け
て

　

振
り
返
っ
て
み
て
、
こ
れ

ほ
ど
多
く
の
写
真
を
撮
り

た
め
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は

い
っ
た
い
被
災
地
の
何
を
記

録
し
、
何
を
読
み
取
り
、
何

を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
。
私
た
ち
は
、
急
速
に
移

り
変
わ
っ
て
い
く
被
災
地
の

阪神淡路大震災から 20 年目を迎えた神戸市で大阪府立北野高校スーパーグローバル
ハイスクールの高校生と共にメモハンをするインドネシア人学生

メモハンした結果はウェブ上でも閲覧できる。上は阪急会館前の様子。
中央のスライダーを動かすと被災直後と現在の写真を比較できる。
詳しくは http://dsr.nii.ac.jp/memory-hunting/ を参照。

スマホ・アプリ「メモハン」でスマトラ島沖地震・津波の被災から 10 年目を迎えたイン
ドネシア・バンダアチェ市で被災直後（上）と同じアングルで現在の様子（下）を撮影する。
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『
今
、
自
治
体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
』
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大
阪
府
内
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

は
じ
め
に

　

本
市
は
、
平
成
二
六
年
度
に
﹁
第
五
次
総
合

計
画
﹂
の
策
定
と
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
︵
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
︶
の

改
定
を
、
と
も
に
連
携
、調
整
し
な
が
ら
、行
っ

た
。

　

こ
の
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
的
な
計

画
検
討
を
進
め
る
時
、
都
市
整
備
担
当
部
と
し

て
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
か
ら
、
本

稿
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

な
お
、
私
見
に
も
と
づ
く
部
分
も
あ
る
こ
と

は
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

大
き
な
変
化
を
受
け
て

　

話
は
、
昭
和
三
〇
年
こ
ろ
に
さ
か
の
ぼ
る
。

当
時
の
茨
木
市
は
、
昭
和
の
大
合
併
に
伴
う

行
政
需
要
の
増
大
、
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
に
よ
る

地
方
財
政
の
逼
迫
の
中
で
、
財
政
赤
字
が
増
え

続
け
、
昭
和
三
一
年
に
赤
字
再
建
団
体
に
指
定

さ
れ
た
。
昭
和
三
〇
年
度
の
状
況
を
紹
介
す
る

と
、
歳
入
が
二
三
九
百
万
し
か
な
か
っ
た
の
に

対
し
、
歳
出
は
三
九
〇
百
万
、
実
に
歳
出
額
の

六
割
し
か
歳
入
が
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
赤
字
再
建
団
体
を
脱
す
る
昭
和

四
一
年
ま
で
の
約
一
〇
年
間
、
財
政
赤
字
脱
却

の
た
め
血
の
に
じ
む
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

た
。

　

そ
の
根
幹
と
な
る
政
策
が
﹁
工
場
誘
致
﹂
で

あ
っ
た
。
公
害
の
心
配
が
少
な
い
加
工
や
食
料

品
な
ど
の
工
場
誘
致
が
進
め
ら
れ
、松
下
電
器
、

東
芝
、
日
本
ビ
ー
ル
︵
現
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
︶

な
ど
が
一
〇
～
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
規
模
で
本

市
に
立
地
し
た
。
そ
の
後
、
わ
が
国
の
高
度
経

済
成
長
も
相
ま
っ
て
、
本
市
の
経
済
と
雇
用
を

支
え
、発
展
と
成
長
の
原
動
力
と
な
っ
て
き
た
。

　

茨
木
市
が
、
単
に
住
む
た
め
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
で
は
な
く
、
働
く
場
所
と
し
て
の
機
能
を
備

え
た
都
市
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
頃
の
取
り
組

み
に
よ
る
も
の
と
、
私
は
理
解
し
て
い
る
。

　

こ
の
工
場
誘
致
に
市
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で

い
た
時
期
か
ら
約
五
〇
年
経
過
し
た
。

　

経
済
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
国
際
的
な
競
争

が
激
化
、
生
産
の
効
率
化
等
の
要
請
が
強
ま
る

一
方
、
工
場
そ
の
も
の
も
老
朽
化
が
進
む
。
本

市
に
お
い
て
も
、
昭
和
三
〇
年
代
に
誘
致
し
た

工
場
が
、
平
成
二
〇
年
前
後
に
廃
止
、
移
転
す

る
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
。

　

改
定
前
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
︵
以

下
﹁
旧
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂
と
い
う
。︶
は
、

平
成
一
六
年
度
か
ら
三
年
か
け
て
取
り
組
み
検

討
し
平
成
一
九
年
に
策
定
し
た
も
の
で
あ
る

が
、こ
の
旧
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
時
点
で
は
、

こ
の
よ
う
な
動
き
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
本
市
の
再
生
と
発
展
を
支

え
て
き
た
工
場
が
本
市
か
ら
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
転
換
期
を
迎
え

て
い
る
と
の
思
い
を
抱
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
チ
ャ
ン
ス
に

　

大
規
模
な
工
場
の
廃
止
、
移
転
は
、
空
地
が

発
生
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
経
済
、
雇
用
な

ど
、
都
市
機
能
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
跡

地
の
利
用
は
、
茨
木
市
の
こ
れ
か
ら
を
左
右
し

か
ね
な
い
重
要
な
要
素
と
な
る
。

　

土
地
所
有
者
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者

と
意
見
交
換
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

こ
の
大
規
模
な
工
場
の
移
転
・
廃
止
が
進
み
、

跡
地
利
用
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
平
成

二
〇
年
に
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
。
経
済
環
境
的
に
は
、
例
え
ば
大
規

模
商
業
施
設
や
団
地
な
ど
の
開
発
を
一
気
に
進

め
る
と
い
う
雰
囲
気
で
な
く
な
っ
た
。こ
れ
は
、

一
方
で
、
工
場
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
可
能
性
を
探
る
時
間
的
な
余
裕
が
で
き

た
と
い
う
こ
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

次
代
を
先
導
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

本
市
は
、
国
土
軸
に
位
置
し
広
域
交
通
に
恵

ま
れ
た
都
市
で
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
学
術
・

研
究
機
関
が
集
積
し
た
地
域
に
位
置
し
、
市
北

部
の
丘
陵
地
で
は
、
彩
都
の
開
発
が
進
ん
で
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
優
れ
た
立
地
環
境
を
有
す
る
本

市
に
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
規
模
の
ま
と

ま
っ
た
土
地
が
存
在
す
る
。
工
場
移
転
跡
地
か

ら
未
来
に
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ

て
き
た
。

　

Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
の
南
、
旧
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
工

場
跡
地
に
は
、
立
命
館
大
学
が
大
阪
い
ば
ら
き

新
し
い
動
き
を
と
ら
え
て
―
工
場
移
転
跡
地
利
用
と
こ
れ
か
ら
の
茨
木
市
づ
く
り
―

文　
　

大
塚　

康
央

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し
、
今
年
の
四
月
か
ら
約

六
、〇
〇
〇
人
の
学
生
が
や
っ
て
く
る
。

　

Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
と
摂
津
富
田
駅
の
中
間
に
は
、

隣
接
す
る
フ
ジ
テ
ッ
ク
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
場

等
の
跡
地
の
整
備
と
も
関
連
さ
せ
な
が
ら
︵
仮

称
︶
Ｊ
Ｒ
総
持
寺
駅
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
地
域
住
民
の
交
通
利
便
性
が
飛
躍
的
に
高

ま
る
。

　

東
芝
大
阪
工
場
の
跡
地
は
、
東
芝
が
、
環
境

に
や
さ
し
く
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
意
識
し
た

﹁
ス
マ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
﹂
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

都
市
の
魅
力
と
活
力
を
高
め
る
計
画
が
進
み

は
じ
め
て
い
る
。

協
力
し
て
計
画
を
推
進

　

こ
れ
ら
工
場
跡
地
の
利
用
は
、
事
業
者
だ
け

で
進
め
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
市
や
さ
ま
ざ

ま
な
主
体
が
関
わ
り
、
費
用
負
担
を
含
め
、
連

携
・
協
力
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
立
命
館
大
学
関
連
で
言
え
ば
、
Ｊ

Ｒ
茨
木
駅
東
口
、
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
道
路
、

キ
ャ
ン
パ
ス
と
一
体
と
な
っ
た
公
園
︵
Ｕ
Ｒ
の

防
災
公
園
街
区
整
備
事
業
を
活
用
︶
の
整
備
を

進
め
る
だ
け
で
な
く
市
民
に
開
か
れ
た
ホ
ー
ル
、

図
書
館
等
を
有
す
る
立
命
館
い
ば
ら
き
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
を
、
立
命
館
と
事
業
費
を
負
担

し
て
建
設
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、︵
仮
︶

Ｊ
Ｒ
総
持
寺
駅
及
び
周
辺
整
備
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
、
駅
前
で
共
同
住
宅
等
の
開
発
を
進
め
る
民

間
事
業
者
と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

協
働
の
新
た
な
展
開

　

こ
こ
で
、
平
成
一
九
年
に
策
定
し
た
旧
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
旧
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
丁
寧
な
市
民
参
加
に
よ
り
策

定
し
て
き
た
。
特
に
、
第
一
部
と
し
て
ま
と
め

て
い
る﹁
基
本
理
念
﹂
や﹁
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
﹂
は
、
参
加
市
民
に
よ
り
書
き
起
こ
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
描
か
れ
た
基
本
理
念
は
﹁
人
力

タ
ウ
ン
﹂、
人
の
力
を
活
か
し
、
人
の
活
動
が

活
発
に
展
開
さ
れ
る
生
き
生
き
と
し
た
ま
ち
の

姿
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
人
の
能
力
や
活
動
が
、
都
市

の
活
力
を
支
え
る
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ

れ
を
先
取
り
す
る
か
の
よ
う
に
、
市
民
が
ま
と

め
た
基
本
理
念
は
、
改
定
し
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
も
受
け
継
ぐ
こ
と
に
し
た
。

　

本
市
の
都
市
整
備
分
野
に
お
け
る
住
民
参
加

は
、
旧
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
以
前
か
ら
、
都

市
計
画
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
啓
発
な
ど
を

目
的
に
、講
義
型
の
ま
ち
づ
く
り
寺
子
屋
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
ま
ち
づ
く
り
塾
な
ど
を
実
施

し
て
き
て
い
る
。
一
方
で
、
商
工
団
体
や
市
内

に
立
地
す
る
大
学
、
高
校
な
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
、

ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
ま
た
、
芋
を
テ
ー
マ
に
和
洋
菓
子
店

な
ど
と
コ
ラ
ボ
し
た
茨
木
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
働
の
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
る
。
こ
こ
に
、
立
命
館
大
学
と
学
生
と
い
う

新
し
い
ア
ク
タ
ー
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
す

で
に
、学
生
た
ち
は
、本
市
で
の
活
動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
茨
木
の
魅
力
を
発
見
し
、
紹
介
す
る

取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

都
市
整
備
部
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
実
施

し
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
寺
子
屋
、
ま
ち
づ
く
り

塾
を
発
展
さ
せ
る
形
で
、大
学
と
密
接
に
連
携
・

協
力
し
た
﹁
い
ば
ラ
ボ
︵
い
ば
ら
き
ま
ち
づ
く

り
ラ
ボ
の
略
︶﹂を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。こ
れ
は
、

ゼ
ミ
形
式
で
、い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

立
命
館
大
学
政
策
科
学
部
と
連
携
し
、
多
く
の

先
生
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
提
供
な
ど
を
受

け
な
が
ら
、
研
究
を
行
い
、
成
果
を
ま
と
め
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
二
六
年
度
は
、﹁
食
と
農
﹂、﹁
防
災
﹂、﹁
市

北
部
地
域
の
魅
力
向
上
﹂
と
い
う
三
つ
の
テ
ー

マ
で
研
究
が
行
わ
れ
、
成
果
が
発
表
さ
れ
た
。

　

ま
と
め
ら
れ
た
内
容
も
す
ば
ら
し
い
も
の

だ
っ
た
が
、
特
筆
す
べ
き
は
、
市
民
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
、
大
学
を
含
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

発
展
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
市
民
の
思
い

が
反
映
し
た
研
究
成
果
を
、
実
際
に
実
行
し
て

み
る
と
い
う
計
画
が
進
ん
で
い
る
。﹁
考
え
る
﹂

か
ら
﹁
実
行
﹂
へ
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
行
わ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

終
わ
り
に

　

こ
の
よ
う
に
、
茨
木
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
礎
に
し
な
が
ら
、
新

た
な
ア
ク
タ
ー
を
迎
え
、
協
力
・
協
働
の
関
係

も
、
よ
り
密
接
に
、
ま
た
、
具
体
的
な
も
の
へ

と
進
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
動
き
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
市
に
関
わ

る
多
く
の
ア
ク
タ
ー
の
連
携
・
協
力
を
深
め
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
、進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

連
載 

第
八
回　

茨
木
市

大
塚
　
康
央

　
茨
木
市
都
市
整
備
部
長
　
技
術
士（
建
設
部
門
）

一
九
五
六
年	

茨
木
市
生
ま
れ

一
九
七
九
年	

茨
木
市
へ
入
庁

	

大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、都
市
計
画
等
に
携
わ
る

二
〇
〇
九
年	

四
月
か
ら
現
職

工場誘致状況
年度 誘致工場名 面積（ha）

昭  28 松下電器産業㈱ 13.0
29 愛知トマト㈱ 4.3

高橋工業㈱ 0.8
日本ビール㈱ 9.9

30 理研合成樹脂㈱ 3.3
日本専売公社 8.3
日本計算機㈱ 1.3

31 日世工業㈱ 2.1
32 ㈱寺岡製作所 5.3
33 ㈱吉野工業所 1.1
34 東洋製罐㈱ 9.1

東京芝浦電気㈱ 24.0
出典：茨木市議会四十年史

立命館大阪いばらきキャンパス（毎日新聞社提供）

建設が進む（仮）JR 総持寺駅付近（京都方面から望む）

いばラボの様子
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◆審査総評

　本年の審査対象 64 件（建物 59 件、まちなみ 5 件）から、例年通り審査資料にもとづいた 1 次審査で 12 件を選出し、
現地審査による 2 次審査を行った。今年は質の高い建築物が多く、奨励賞を受賞したものの中にも他の年であれば大阪
府知事賞、大阪市長賞、審査員特別賞といういわゆる三賞を受賞してもおかしくないレベルのものもあった。第二次選
考の現地審査に残った物件は 12 件あり、最終選考は時間がかかると思っていたが、意外にすんなりと選考できた。それ
は三賞に選ばれた作品が他にくらべ抜きん出ていたということである。
　その中でも大阪市長賞を受賞したダイビル本館・中之島四季の丘は審査員の満票を獲得した。「知事賞と市長賞はどち
らが格上か」という質問が委員からあったが、例年両者は同等なものとして審査しており、1920 年代の大大阪時代を象
徴する建物の建て替えであり、大阪市を代表する建築物であるとの評価から市長賞に決定したものである。今年は、ダ
イビル本館、中之島フェスティバルタワーといった名建築の建て替え物件が複数ノミネートされたが、受賞状況がそれ
ぞれの質を反映している。ダイビル本館は旧建物の部材を一旦ストックし、新建物にふんだんに活用している。こうし
た手間、そして費用のかかる作業をあえて選択したオーナーに敬意を評したい。
　また、大阪府知事賞を受賞したグランフロント大阪は、大阪駅前という大阪の顔となる場所に、エリアマネジメント
によって質の高い作品をつくったことが、大阪全体の景観イメージに多大な貢献をしている。さらに、建築デザインとして秀逸な物件を表彰する審
査員特別賞に選定された大阪木材仲買会館は、大阪木材仲買協同組合の事務所兼展示スペースとして、木材の利用促進や都市部における木造化ビル
の普及をめざしたものであり、今後の都市景観の新たな方向性を示唆したものとなっている。
　緑化賞を受賞した旧桜宮公会堂は、建物自体は公会堂をそのまま利用しており、リノベーション物件が景観賞に値するかどうかの議論があったが、
リノベーションの際に今まで手つかずであった敷地内の庭園を再整備したことが緑化への貢献に値することで受賞に至ったものである。
　今回は敷地規模の小さな物件が受賞しなかったことが残念である。まちなかにはきらりと光る建物があるはずだが、推薦されない限り選考の俎上
には上がらない。来年以降は小規模でもきらりと光る物件のノミネートを期待したい。

審査委員長　久　隆浩

主催　大阪府・大阪市・（公社）大阪府建築士会・（一社）大阪府建築士事務所協会・（公社）日本建築家協会近畿支部・（一社）日本建築協会

建築位置：松原市天美北 3-10-18
完成年月：2012 年 10 月
主 用 途：幼稚園
建 築 主：学校法人 今川学園
設 計 者：㈲モノスタ '70（撮影者共）
施 工 者：㈱林建設

〈講評〉
形も構造も意匠も異なる園舎は成長の変遷を物語っている。その敷
地に白い箱の鉄骨造と黒い木造が挿入され、新たな混在が生みださ
れている。一般的な｢デザインポリシー｣の概念においては拡散的なま
ちなみを助長し、一見したところデザインワークとしての論理性は見出
しにくい。しかしそれが狙いであったのだろう。結果的に多様な隙間を
生み出しており、道に対し幼稚園の溢れ出しを押し出している点で、
巧妙なまちなみ形成の提案となっている。　（審査委員　本多友常）

奨励賞 木の実幼稚園

建築位置：堺市南区三原台 2-2-2
完成年月：2013 年 3 月
主 用 途：学校
建 築 主：学校法人 大谷学園
設 計 者：㈱竹中工務店
施 工 者：㈱竹中工務店
撮 影 者：稲住泰広

奨励賞 東大谷高等学校泉ヶ丘校舎

〈講評〉
敷際の蛇籠の壁、建築空間を包み込むレンガの透かし積み、優しい色使いの
外壁タイルなど素材使いの魅力がそのまま建築の魅力に繋がっている。強調さ
れた外観の水平線が既存地形に寄添う構成を引き締める。生徒手植えによる
天然芝グランドなど生徒の活動も伝わる空間だった。   （審査委員　藤本英子）

建築位置：大阪市中央区道修町 3-4-7
完成年月：2013 年 6 月
主 用 途：事務所
建 築 主：日本圧着端子製造㈱
設 計 者：Atelier KISHISHITA
　　　　　＋ Man*go design
施 工 者：鹿島建設㈱
撮 影 者：絹巻　豊

奨励賞 日本圧着端子製造株式会社

〈講評〉
大阪の商業の中心地・船場にあって、外壁全面に 4 寸角の国産杉材を格
子状に取り付けた大胆なデザインが目を引く。木製格子は、防火地域に
おける外装の木質化への挑戦的な試みであると同時に、外部と内部を緩
やかにつなぐ緩衝装置として機能している。　　  （審査委員　中嶋節子）

建築位置：
　大阪市淀川区西宮原 2-6-64
完成年月：2013 年 3 月
主 用 途：事務所
建 築 主：IDEC ㈱
設 計 者：鹿島建設㈱
施 工 者：鹿島建設㈱
撮 影 者：松村芳治

〈講評〉
南北に新しい街の軸（幹線道路）ができる。東側に面した長さ81mの低層棟。縦ライ
ンが印象的なシャープな顔は、LED照明により表情を変える。桜の咲く中庭は近隣
住民にも開かれており、地域を代表するシンボルとなる。 　（審査委員　渋谷卓司）

奨励賞 IDEC本社・技術研究センター

審査風景

第34回大阪都市景観建築賞（愛称 大阪まちなみ賞）入賞作品

◆表彰目的　周辺環境の向上に資し、かつ、景観上優れた建物や建物を中心とするまちなみを表彰することにより、個性と風格のある都市景観の
　　　　　　形成に寄与するとともに、都市景観に対する意識の高揚を図ることを目的とする。

◆対　　象　大阪府域内の建物（平成21年8月16日から平成25年7月31日までに完成したもの）及び建物を中心としたまちなみ（平成25年7月
　　　　　　31日までに完成したもの）で、一般の方々から推薦を受けたもの。

◆審査委員　※50音順　審査委員長＊

	 指田孝太郎（建築）	 渋谷　卓司（報道）	 下村　泰彦（造園）
	 （公社）大阪府建築士会相談役	 毎日新聞大阪本社編集局社会部長	 大阪府立大学大学院生命環境科学研究科教授

	 中嶋　節子（建築）	 夏原　晃子（デザイン）	 久　　隆浩＊（都市計画）
	 京都大学大学院人間・環境学研究科准教授	 美術造形デザイナー	 近畿大学総合社会学部環境系専攻教授

	 藤本　英子（芸術）	 本多　友常（建築）
	 京都市立芸術大学美術学部デザイン学科教授	 （一社）日本建築協会副会長／摂南大学理工学部住環境デザイン学科教授

大阪府知事賞 グランフロント大阪

住友信託銀行㈱・三菱地所㈱
設 計 者：㈱日建設計＋㈱三菱地所設計＋

㈱ NTT ファシリティーズ
	 （実施設計では㈱大林組、㈱竹

中工務店と協働）
	 うめきた広場基本デザイン・デザ

イン監修：安藤忠雄建築研究所
施 工 者：梅田北ヤード共同企業体（㈱大

林組、㈱竹中工務店）
撮 影 者：村井スタジオ

大阪市長賞 ダイビル本館・中之島四季の丘

〈講評〉
大大阪の時代を象徴する近代建築・ダイビル本館（1925
年竣工・渡辺節）が、中之島の新しいランドマークとし
て建替えられた。低層部北面と西面は当初材料を再利
用して復原的に再現。高層部を軽快なガラスのカーテン
ウォールとすることで、旧ダイビル本館の記憶を継承し
つつ現代的なスカイラインを描く。周辺敷地との関係性
を重視して計画された足元では、壁面のセットバックに
よって生み出されたオープンスペースが賑わいを誘引す
るとともに、敷地西側に設けられた丘状の緑地・中之島
四季の丘が豊かな緑をまちに提供している。

（審査委員　中嶋節子）

建築位置：
　大阪市西区南堀江 4-18-10
完成年月：2013 年 3 月
主 用 途：事務所
建 築 主：大阪木材仲買
　　　　　協同組合
設 計 者：㈱竹中工務店
施 工 者：㈱竹中工務店
撮 影 者：母倉知樹

審査員特別賞 大阪木材仲買会館

〈講評〉
木材を取り扱う仲買協同組合の会館の建て替えで、かつて大坂の木材問屋が
軒を連ねた長堀に近い場所に立つ。樹齢 50 年を超える既存の二本の桜を、ま
ちなみの風景を継承する主役として据え、根を傷めないよう建物外壁面を凹面
状に控えて、まちなかのちょっとした森となっている。耐火性・防火性・メンテナ
ンス性等、都心での木造採用に伴う多くの課題を見事に乗り越えた力作で、丁
寧につくり込まれた、質の高い、心地よい建築である。 （審査委員　指田孝太郎）

建築位置：
　大阪市北区天満橋 1-1-1
完成年月：2013 年 3 月
主 用 途：結婚式場
建 築 主：㈱ノバレーゼ
設 計 者：㈱竹中工務店
施 工 者：㈱竹中工務店
撮 影 者：ナカサアンド
　　　　　パートナーズ

緑化賞 旧桜宮公会堂

〈講評〉
本施設は、都市公園内に位置する施設であり、玄関ファサード部分が重
要文化財に指定されている。現在、ブライダル施設等として生まれ変わっ
たが、同敷地内の泉布観と相まって、歴史的・文化的な雰囲気を醸し出
している。敷地内では、既存のソメイヨシノ、イチョウの巨木を適切に
保存するのみならず、建物西側の日本庭園を復元し、樹木を積極的に保全・
管理している点や、庭園での回遊性の確保、東側での造幣局側から大川
に抜ける南北軸の動線確保等が評価された。　　　（審査委員　下村泰彦）

建築位置：
　大阪市北区中之島 3-6-32
完成年月：2013 年 2 月
主 用 途：事務所・飲食店舗・

物販店舗・自動車
車庫・地域冷暖房

施設・地下通路
建 築 主：ダイビル㈱・
　　　　　関電不動産㈱
設 計 者：㈱日建設計
施 工 者：㈱大林組
撮 影 者：東出写真事務所

建築位置：大阪市北区大深町
完成年月：2013 年 3 月
主 用 途：オフィス、ナレッジ、商業、コンベ

ンション、シアター、ホテル、サー
ビスレジデンス、住宅

建 築 主：NTT都市開発㈱・㈱大林組・オリッ
クス不動産㈱・関電不動産㈱・新
日鉄興和不動産㈱・積水ハウス
㈱・㈱竹中工務店・東京建物㈱・日
本土地建物㈱・阪急電鉄㈱・三井

奨励賞 中之島フェスティバルタワー
建築位置：大阪市北区中之島 2-3-18
完成年月：2012 年 10 月
主 用 途：事務所　商業施設　集会場
建 築 主：㈱朝日新聞社
設 計 者：㈱日建設計
施 工 者：㈱竹中工務店
撮 影 者：古田雅文

〈講評〉
1958年開館以来音楽に催しに花束贈呈役にと通った懐かしい
フェスティバルホールが巨きく高く現れた。手の掛けられた壁面
や柱、朝日新聞ビルのイメージ、南面のレリーフの継承がレッド
カーペットのエントランスと共に風格を持って馴染んでいる。寒い
季節は並木とイルミネーションが美しい。（審査委員　夏原晃子）

〈講評〉
梅田貨物駅の再開発で生まれた約 24ha の新都心地区は、エリアマネジメントによって
生み出された統一感あるハイグレードな景観をつくりだしている。すべての建物は地上
45m の高さで表情を揃え、低層部の景観を整えている。また、そびえ立つ 4 本のタワー
は、南側のオフィス棟を先進性あふれるガラス建築に、北側のホテル・マンション棟はアー
スカラーで素材感を出すことで温かみを醸し出すなど、用途に合わせたデザインを施し
ている。さらに道路と敷地のセットバック部と合わせ、ゆったりとした歩行空間を生み
だし、オープンカフェによって賑わい景観をつくりだしている。（審査委員長　久　隆浩）
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理
事
会
報
告
　
　
　
文
責　

本
会
事
務
局

日
時　

三
月
十
八
日︵
水
︶十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所　

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル

出
席　

理
事
三
三
名
、
監
事
二
名
、
他
一
八
名

︵
１
︶
二
六
年
度
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

二
月
末
日
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
一
五
二
、

五
四
八
、〇
九
五
円
、
支
出
一
二
五
、六
七
三
、七
九

四
円
、
差
引
二
六
、八
七
四
、三
〇
一
円
を
報
告
し

て
承
認
さ
れ
た
。

二
六
年
度
収
支
決
算
の
見
込
み
は
、
約
八
〇
〇
万

円
の
黒
字
収
支
差
引
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
を
報

告
し
て
承
認
さ
れ
た
。

︵
２
︶
二
七
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
基
本
目
標
を
掲
げ
て
、公
益

目
的
事
業
一
＝
公
一︵
地
域
社
会
へ
貢
献
を
図
る
事
業
︶、

公
二︵
建
築
文
化
の
発
展
を
図
る
事
業
︶、公
三︵
建
築

士
の
育
成
等
を
図
る
事
業
︶、収
益
事
業
、そ
の
他
事
業

の
五
部
門
に
区
分
し
た
事
業
項
目
と
目
的
を
明
記
し
た

も
の
を
平
成
二
七
年
度
事
業
計
画
と
し
て
承
認
し
た
。

︵
３
︶
二
七
年
度
予
算
に
つ
い
て

基
本
的
に
は
二
六
年
度
決
算
見
込
み
額
を
参
考
に
し

て
、
二
七
年
度
予
算
を
設
定
し
た
。
ま
た
来
年
度

の
正
会
員
数
は
一
五
〇
名
減
と
想
定
、
監
理
技
術

者
講
習
及
び
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
講
習
事
業
に
よ
る
活

性
化
等
を
期
待
し
、
本
会
の
財
政
安
定
化
に
向
け

て
一
層
の
努
力
を
お
願
い
す
る
。
以
上
の
結
果
、
平

成
二
七
年
度
予
算
は
、
収
入
及
び
支
出
を
一
四
、六

三
二
、〇
〇
〇
円
、
差
引
額
を
〇
と
し
て
承
認
し
た
。

︵
四
︶
二
七
年
度
機
構
・
会
務
分
掌
案
に
つ
い
て

新
年
度
の
機
構
で
は
、
社
会
貢
献
関
連
の
充
実
か

つ
活
性
化
を
受
け
て
業
務
支
援
系
と
地
域
支
援
系

に
二
分
化
す
る
。
人
事
で
は
、
理
事
・
監
事
候
補

者
の
会
務
分
掌
案
に
つ
い
て
承
認
し
た
。
今
後
こ

れ
ら
の
役
員
候
補
者
を
定
時
総
会
に
諮
り
理
事
・

監
事
を
選
任
す
る
。

　
　

建
築
相
談

建
築
士
の
見
た
ト
ラ
ブ
ル
事
例
︵
二
十
七
︶

建
築
士
が
中
立
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性

編
・
構
成　

橋
本
頼
幸

　

今
月
は
、相
談
委
員
の
守
屋
一
之
様
に
原
稿
を
頂

き
ま
し
た
。現
地
相
談
事
例
か
ら
の
紹
介
で
す
。

︿
相
談
事
例
一
﹀建
築
後
の
不
信
感

　

電
話
相
談
受
付
か
ら
。大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
で
は
な

く
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
に
期
待
し
て
近
く
の
工
務
店
に
頼

み
新
築
し
た
鉄
骨
三
階
建
て
住
宅
。工
事
中
に
鳶
職
人

か
ら
鉄
骨
が
傾
い
て
い
る
事
を
、た
ま
た
ま
耳
に
し
て
不

信
感
を
持
っ
た
。住
宅
瑕
疵
保
険
に
入
っ
て
い
る
が
、竣
工

後
も
サ
ッ
シ
か
ら
の
雨
漏
り
が
発
生
し
、室
内
ド
ア
が
傾

く
な
ど
不
具
合
が
生
じ
た
。そ
の
時
々
の
工
務
店
の
対
応

が
悪
く
心
配
し
て
い
る
。専
門
家
に
家
全
体
を
見
て
も
ら

い
、ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
貰
い
た
い
。と
の
事
で
現
地
相
談
。

①
鉄
骨
柱
の
傾
き
が
あ
る︵
工
事
中
職
人
談
に
よ
る
︶

⋮
簡
易
傾
斜
器
に
て
測
定
す
る
も
正
常
な
数
値
。

②
サ
ッ
シ
か
ら
の
雨
漏
り

⋮
サ
ッ
シ
メ
ー
カ
ー
で
対
応
済
み
、現
在
は
無
い
。

③
一
階
階
段
下
納
戸
保
管
写
真
の
水
害

⋮
サ
ッ
シ
雨
漏
り
発
生
当
時
、現
在
は
無
い
。

④
三
階
浴
室
使
用
時
二
階
リ
ビ
ン
グ
外
壁
面
で
水
滴
音

⋮
娘
さ
ん
使
用
時
の
み
音
発
生
す
る︵
当
日
長
時
間

試
行
す
る
も
音
は
発
生
し
な
か
っ
た
︶

⑤
三
階
オ
ー
デ
ィ
オ
室
床
に
不
陸
が
あ
る
。相
談
者

所
持
三㎝
丸
型
気
泡
管
に
て

⋮
ス
ピ
ー
カ
ー
の
重
量
に
よ
り
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
不
陸

が
発
生
し
て
い
る
様
子
。他
所
測
定
で
は
標
準
値
。

⑥
最
上
階
へ
の
階
段
室
屋
根
面
の
黒
影
に
対
す
る
不

安︵
建
築
主
脚
立
撮
影
に
よ
る
︶

⋮
同
様
に
撮
影
し
て
確
認
し
た
が
、防
水
押
え
コ
ン
ク

リ
ー
ト
面
の
単
な
る
汚
れ
で
あ
っ
た
。亀
裂
等
も
見

ら
れ
ず
概
ね
正
常
と
思
わ
れ
る
。

　

住
宅
瑕
疵
保
険
に
対
す
る
誤
解︵
何
で
も
直
し
て

貰
え
る
と
誤
認
︶を
解
き
つ
つ
時
間
は
か
か
っ
た
が
、相

談
主
が
不
安
に
思
っ
て
い
る
箇
所
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
確

認
し
な
が
ら
説
明
を
行
い
、建
物
に
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
必
要
な
こ
と
、そ
の
時
期
等
の
説
明
を
行
っ
た
。

︿
相
談
事
例
二
﹀メ
ン
テ
ナ
ン
ス
後
の
不
信
感

　
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
築
十
五
年
目
、屋
根
、壁
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
修
繕
を
勧
め
ら
れ
工
事
を
行
っ
た
。足
場
解
体

後
、南
側
コ
ロニ
ア
ル
屋
根
に
足
跡
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い

る
、ま
た
太
陽
光
線
が
当
た
る
と
直
線
状
に
白
い
点
々

が
光
る
。不
必
要
な
釘
を
打
ち
付
け
た
の
で
は
な
い

か
。説
明
が
二
転
三
転
す
る
し
、心
配
な
い
と
し
か
言

わ
な
い
。契
約
金
半
額
支
払
わ
ず
交
渉
中
、後
日
足

場
立
て
て
工
事
予
定
、現
地
を
見
て
も
ら
い
た
い
。

　

足
場
設
置
日
程
に
あ
わ
せ
現
地
相
談
。当
日
は
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
施
工
部
門
責
任
者
立
ち
会
い
に
の
も
と
、

相
談
者
か
ら
の
聞
き
取
り
及
び
屋
根
塗
装
状
況
の
確

認
を
行
っ
た
。コ
ロニ
ア
ル
屋
根
面
は
黒
色
の
艶
有
り
塗

装
を
施
工
し
て
お
り
、塗
装
面
及
び
塗
装
垂
れ
に
よ
る

玉
状
固
形
部
が
太
陽
光
の
反
射
に
よ
り
、地
上
か
ら

見
る
と
光
っ
て
見
え
る
現
象
が
生
じ
て
い
る
。全
面
に

塗
装
は
行
わ
れ
て
お
り
、足
跡
や
、平
面
部
へ
の
釘
打

ち
等
は
な
く
、特
に
不
具
合
は
認
め
ら
れ
な
い
。相
談

者
は
、塗
装
後
に
光
る
と
は
説
明
を
受
け
て
お
ら
ず
納

得
出
来
な
い
。ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
と
、過
去
に
同

様
の
物
件
が
多
数
あ
り
、後
日
事
例
を
見
て
納
得
い

た
だ
く
と
い
う
形
で
、立
ち
会
い
を
終
了
し
た
。

建
築
士
の
立
会
と
第
三
者
性

　

第
三
者
の
建
築
士
が
説
明
し
た
り
、調
査
に
立
ち

会
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、こ
じ
れ
て
し
ま
っ
た
関
係
を
ほ

ぐ
す
の
に
有
効
で
す
。ま
た
、中
立
を
保
持
す
る
こ
と

は
、依
頼
者
か
ら
は
当
然
な
が
ら
、相
手
の
業
者
な
ど

に
も
信
頼
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。せ
っ
か
く

の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
が
心
配
や
不
安
で
は
な
く
、安

心
に
つ
な
が
る
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
提
案
が
で
き
る

の
も
建
築
士
の
重
要
な
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
編
集
後
記

中
江　

哲

﹁
建
築
の
射
程
﹂
に
つ
い
て

　

射
程
：
発
射
起
点
と
着
弾
点
と
の
水
平
距
離

　
　
　
　
︵
広
辞
苑
︶

　

二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
始
ま
っ
た﹁
建
築
の
射
程
﹂

と
題
す
る
連
載
は
本
号
ま
で
二
五
回
を
数
え
ま
し

た
。
趣
旨
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
大
文
字
の
建
築

や
技
術
で
は
な
く
、
小
文
字
の
建
築
や
技
術
を
取
り

上
げ
た
い
、
そ
の
過
程
で
新
し
い
建
築
と
文
化
の
あ

り
か
た
に
つ
い
て
多
角
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
？
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

関
西
／
全
国
、
新
し
い
も
の
／
旧
い
も
の
、
研

究
者
／
実
務
者
、
の
双
方
向
に
ま
た
が
る
話
題
を

取
り
あ
げ
た
い
と
考
え
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

毎
号
の
ト
ピ
ッ
ク
を
分
類
す
る
と
、
環
境
／
ま

ち
づ
く
り
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
都
市
遺
産
／
再
生
／
情
報

／
他
者
へ
の
ま
な
ざ
し
、
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が

見
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
建
築
そ
の
も
の
を
真
正
面
か
ら
取

り
上
げ
る
と
い
う
よ
り
、
や
や
遠
回
り
し
な
が
ら

見
る
よ
う
な
感
覚
は
、
編
集
者
の
個
人
的
性
癖
に

よ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

で
は
い
っ
た
い
﹁
建
築
﹂
と
は
な
に
な
の
か
？

﹁
連
載
全
体
が
包
含
し
て
い
る
行
為
や
事
象
﹂
と
い

う
私
な
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
﹁
射
程
﹂
と
い
う
こ
と

ば
に
託
し
て
い
る
の
で
す
が
⋮
。

　

堅
苦
し
い
話
は
こ
の
程
度
に
し
て
、
内
情
を
お
話

す
る
と
当
初
の
予
定
で
は
、
三
号
連
続
の
企
画
を
す

る
、
と
か
春
夏
秋
冬
の
季
節
感
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー

マ
に
す
る
、
と
か
い
ろ
い
ろ
と
考
え
た
の
で
す
が
、

結
局
の
と
こ
ろ
自
転
車
操
業
、
行
き
当
た
り
ば
っ
た

り
の
域
を
出
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
行
き
当
た
り
ば
っ

た
り
感
が
﹁
時
代
の
空
気
﹂
を
切
り
取
っ
て
く
れ

れ
ば
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
。
い
か
が
で
し
ょ
う
。
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三輪そうめん山本本社
設計：竹中工務店／狩野忠正（元社員）

　三輪そうめん山本は、300 年を迎えようとする歴史
（1717 年創業）を持つ老舗である。この本社建物は、奈良・
三輪山の麓に位置し、今から 35年前の 1980 年に完成した。
平面計画は、使用目的によって棟別に分け、道路側から事
務棟、工場棟、倉庫棟とし、建物と建物の間に構成された中
庭に本社としての個性を持たせている。設計条件は、目立
たない建物、人々が寄りつきやすく親しみやすい建物とす
ることであった。大きな寄棟の瓦屋根は周辺の環境に合う
ように、深く伸びた軒庇は変化の激しい三輪の気象条件か
ら外壁を護り、長い時間の使用に耐えるように考えられた。
　狩野忠正氏は、日本の建築が長きにわたって大切にして
きた屋根というテーマに真正面から取り組み、その結果、
大らかで力強い美を備える建築を数多く手がけてきた。自
然と溶け合う建築を目ざすばかりでなく、氏の設計する建
築の庇下の空間は人を温かく迎え入れるとともに、人が自
然と向き合うための場を実現してきた。私たちは、このこ
とを建築の本質を突き詰めてきた氏からのメッセージとして
胸に刻んで、建築・まちづくりに取り組まなければならない。

1981年第6回吉田五十八賞、2014年第14回日本建築家協会25年賞受賞

撮影：東出清彦　文：荒木公樹
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